
JP 5774311 B2 2015.9.9

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アクセス端末がページングされることを望んでいるノードで使用される識別子を備える
リストを決定することと、
　前記アクセス端末を登録することに関連して前記リストを提供することと、
　アクセスポイントにおける登録に関連する指示を受信することと、
　を備え、
　前記識別子は、少なくとも１つの第１のタイプの識別子と少なくとも１つの第２のタイ
プの識別子とを備え、
　前記第１のタイプの識別子は、個別ノードの識別子またはセル識別子または加入者グル
ープの識別子を備え、前記第２のタイプの識別子は、追跡領域に関連し、
　前記指示は、前記第２のタイプの識別子ではなく前記第１のタイプの識別子が前記登録
のために使用されるべきであることを示す、
　無線通信方法。
【請求項２】
　少なくとも１つの近隣ノードを識別する情報を受信することを更に備え、前記リストの
前記決定は、前記識別された少なくとも１つの近隣ノードに基づく、請求項１の方法。
【請求項３】
　前記リストの前記決定は、前記アクセス端末の移動度に基づいて、前記アクセス端末に
関連するアプリケーションに基づいて、または、前記アクセス端末がどれほど頻繁にペー
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ジングされるかに基づいて、前記リストに関する少なくとも１つのノードを識別すること
を備える、請求項１の方法。
【請求項４】
　前記リストの前記決定は、前記アクセス端末がホームマクロノードに近ければ、または
、前記アクセス端末がホームフェムトノードから無線周波信号を受信すれば、ホームフェ
ムトノードの識別子を前記リストに加えることを備える、請求項１の方法。
【請求項５】
　前記指示は、前記アクセス端末が前記アクセスポイントによってページングされること
を要求しなければ前記アクセスポイントが前記アクセス端末をページングしないであろう
ことを更に意味する、請求項１の方法。
【請求項６】
　アクセス端末がページングされることを望んでいるノードで使用される識別子を備える
リストを決定するように構成されたリスト生成器と、
　前記アクセス端末を登録することに関連して前記リストを提供するように構成された登
録コントローラと、
　を備え、
　前記識別子は、少なくとも１つの第１のタイプの識別子と少なくとも１つの第２のタイ
プの識別子とを備え、
　前記第１のタイプの識別子は、個別ノードの識別子またはセル識別子または加入者グル
ープの識別子を備え、前記第２のタイプの識別子は、追跡領域に関連し、
　前記登録コントローラは、アクセスポイントにおける登録に関連する指示を受信するよ
うに更に構成され、
　前記指示は、前記第２のタイプの識別子ではなく前記第１のタイプの識別子が前記登録
のために使用されるべきであることを示す、
　無線通信装置。
【請求項７】
　前記リスト生成器は、少なくとも１つの近隣ノードを識別する情報を受信するように更
に構成され、前記リストの前記決定は前記識別された少なくとも１つの近隣ノードに基づ
く、請求項６の装置。
【請求項８】
　前記リストの前記決定は、前記アクセス端末の移動度に基づいて、前記アクセス端末に
関連するアプリケーションに基づいて、または、前記アクセス端末がどれほど頻繁にペー
ジングされるかに基づいて、前記リストに関する少なくとも１つのノードを識別すること
を備える、請求項６の装置。
【請求項９】
　前記リストの前記決定は、前記アクセス端末がホームマクロノードに近ければ、または
、前記アクセス端末がホームフェムトノードから無線周波信号を受信すれば、ホームフェ
ムトノードの識別子を前記リストに加えることを備える、請求項６の装置。
【請求項１０】
　前記指示は、前記アクセス端末が前記アクセスポイントによってページングされること
を要求しなければ前記アクセスポイントが前記アクセス端末をページングしないであろう
ことを更に意味する、請求項６の装置。
【請求項１１】
　アクセス端末がページングされることを望んでいるノードで使用される識別子を備える
リストを決定するための手段と、
　前記アクセス端末を登録することに関連して前記リストを提供するための手段と、
　を備え、
　前記識別子は、少なくとも１つの第１のタイプの識別子と少なくとも１つの第２のタイ
プの識別子とを備え、
　前記第１のタイプの識別子は、個別ノードの識別子またはセル識別子または加入者グル
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ープの識別子を備え、前記第２のタイプの識別子は、追跡領域に関連し、
　前記提供するための手段は、アクセスポイントにおける登録に関連する指示を受信する
ように更に構成され、
　前記指示は、前記第２のタイプの識別子ではなく前記第１のタイプの識別子が前記登録
のために使用されるべきであることを示す、
　無線通信装置。
【請求項１２】
　前記決定するための手段は、少なくとも１つの近隣ノードを識別する情報を受信するよ
うに更に構成され、
　前記リストの前記決定は前記識別された少なくとも１つの近隣ノードに基づく、請求項
１１の装置。
【請求項１３】
　前記リストの前記決定は、前記アクセス端末の移動度に基づいて、前記アクセス端末に
関連するアプリケーションに基づいて、または、前記アクセス端末がどれほど頻繁にペー
ジングされるかに基づいて、前記リストに関する少なくとも１つのノードを識別すること
を備える、請求項１１の装置。
【請求項１４】
　前記リストの前記決定は、前記アクセス端末がホームマクロノードに近ければ、または
、前記アクセス端末がホームフェムトノードから無線周波信号を受信すれば、ホームフェ
ムトノードの識別子を前記リストに加えることを備える、請求項１３の装置。
【請求項１５】
　前記指示は、前記アクセス端末が前記アクセスポイントによってページングされること
を要求しなければ前記アクセスポイントが前記アクセス端末をページングしないであろう
ことを更に意味する、請求項１１の装置。
【請求項１６】
　アクセス端末がページングされることを望んでいるノードで使用される識別子を備える
リストを決定することと、
　前記アクセス端末を登録することに関連して前記リストを提供することと、
　アクセスポイントにおける登録に関連する指示を受信することと、
　をコンピュータに実行させるためのコードを備え、
　前記識別子は、少なくとも１つの第１のタイプの識別子と少なくとも１つの第２のタイ
プの識別子とを備え、
　前記第１のタイプの識別子は、個別ノードの識別子またはセル識別子または加入者グル
ープの識別子を備え、前記第２のタイプの識別子は、追跡領域に関連する、
　前記指示は、前記第２のタイプの識別子ではなく前記第１のタイプの識別子が前記登録
のために使用されるべきであることを示す、コンピュータ可読記録媒体。
【請求項１７】
　アクセス端末から登録要求を受信することと、
　前記アクセス端末がページングされることを望んでいるノードで使用される識別子を備
えるリストを前記登録要求と共に受信することと、
　前記リストに基づいて１セットのノードを識別することと、
　前記アクセス端末をページングするための少なくとも１つの要求を前記１セットのノー
ドに送信することと、
　を備え、
　前記識別子は、少なくとも１つの第１のタイプの識別子と少なくとも１つの第２のタイ
プの識別子とを備え、
　前記第１のタイプの識別子は、個別ノードの識別子またはセル識別子または加入者グル
ープの識別子を備え、前記第２のタイプの識別子は、追跡領域に関連し、
　アクセスポイントにおける登録に関連する指示が提供され、前記指示は、前記第２のタ
イプの識別子ではなく前記第１のタイプの識別子が前記アクセスポイントにおける前記登



(4) JP 5774311 B2 2015.9.9

10

20

30

40

50

録のために使用されるべきであることを示す、
　通信方法。
【請求項１８】
　前記アクセス端末をページングするための少なくとも１つのノードを識別するページン
グセットを決定することを更に備え、前記１セットのノードの前記識別は、さらに前記ペ
ージングセットに基づく、請求項１７の方法。
【請求項１９】
　前記ページングセットの前記決定は、前記アクセス端末の移動度に基づいて、前記アク
セス端末に関連するアプリケーションに基づいて、または、前記アクセス端末がどれほど
頻繁にページングされるかに基づいて、前記ページングセットに関する少なくとも１つの
ノードを識別することを備える、請求項１８の方法。
【請求項２０】
　前記アクセス端末がマクロノードにおいて登録される場合、前記ページングセットの前
記決定は、アンダーレイネットワークからの如何なるノードも前記ページングセットから
排除することを備え、
　前記アクセス端末がフェムトノードまたはピコノードにおいて登録される場合、前記ペ
ージングセットの前記決定は、前記フェムトノードまたは前記ピコノードの近隣者ではな
い如何なるマクロノードも前記ページングセットから排除することを備える、
　請求項１８の方法。
【請求項２１】
　アクセス端末から登録要求を受信し、前記アクセス端末がページングされることを望ん
でいるノードで使用される識別子を備えるリストを前記登録要求と共に受信するように構
成された登録コントローラと、
　前記リストに基づいて１セットのノードを識別するように構成されたリスト生成器と、
　前記アクセス端末をページングするための少なくとも１つの要求を前記１セットのノー
ドに送信するように構成されたページングコントローラと、
　を備え、
　前記識別子は、少なくとも１つの第１のタイプの識別子と少なくとも１つの第２のタイ
プの識別子とを備え、
　前記第１のタイプの識別子は、個別ノードの識別子またはセル識別子または加入者グル
ープの識別子を備え、前記第２のタイプの識別子は、追跡領域に関連し、
　アクセスポイントにおける登録に関連する指示が提供され、前記指示は、前記第２のタ
イプの識別子ではなく前記第１のタイプの識別子が前記アクセスポイントにおける前記登
録のために使用されるべきであることを示す、
　通信装置。
【請求項２２】
　前記リスト生成器は、前記アクセス端末をページングするための少なくとも１つのノー
ドを識別するページングセットを決定するように構成され、前記１セットのノードの前記
識別は、さらに前記ページングセットに基づく、請求項２１の装置。
【請求項２３】
　前記ページングセットの前記決定は、前記アクセス端末の移動度に基づいて、前記アク
セス端末に関連するアプリケーションに基づいて、または、前記アクセス端末がどれほど
頻繁にページングされるかに基づいて、前記ページングセットに関する少なくとも１つの
ノードを識別することを備える、請求項２２の装置。
【請求項２４】
　前記アクセス端末がマクロノードにおいて登録される場合、前記ページングセットの前
記決定は、アンダーレイネットワークからの如何なるノードも前記ページングセットから
排除することを備え、
　前記アクセス端末がフェムトノードまたはピコノードにおいて登録される場合、前記ペ
ージングセットの前記決定は、前記フェムトノードまたは前記ピコノードの近隣者ではな
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い如何なるマクロノードも前記ページングセットから排除することを備える、
　請求項２２の装置。
【請求項２５】
　アクセス端末から登録要求を受信し、前記アクセス端末がページングされることを望ん
でいるノードで使用される識別子を備えるリストを前記登録要求と共に受信するための手
段と、
　前記リストに基づいて１セットのノードを識別するための手段と、
　前記アクセス端末をページングするための少なくとも１つの要求を前記１セットのノー
ドに送信するための手段と、
　を備え、
　前記識別子は、少なくとも１つの第１のタイプの識別子と少なくとも１つの第２のタイ
プの識別子とを備え、
　前記第１のタイプの識別子は、個別ノードの識別子またはセル識別子または加入者グル
ープの識別子を備え、
　前記第２のタイプの識別子は、追跡領域に関連し、
　アクセスポイントにおける登録に関連する指示が提供され、前記指示は、前記第２のタ
イプの識別子ではなく前記第１のタイプの識別子が前記アクセスポイントにおける前記登
録のために使用されるべきであることを示す、
　通信装置。
【請求項２６】
　前記識別するための手段は、前記アクセス端末をページングするための少なくとも１つ
のノードを識別するページングセットを決定するように構成され、前記１セットのノード
の前記識別は、さらに前記ページングセットに基づく、請求項２５の装置。
【請求項２７】
　前記ページングセットの前記決定は、前記アクセス端末の移動度に基づいて、前記アク
セス端末に関連するアプリケーションに基づいて、または、前記アクセス端末がどれほど
頻繁にページングされるかに基づいて、前記ページングセットに関する少なくとも１つの
ノードを識別することを備える、請求項２６の装置。
【請求項２８】
　前記アクセス端末がマクロノードにおいて登録される場合、前記ページングセットの前
記決定は、アンダーレイネットワークからの如何なるノードも前記ページングセットから
排除することを備え、
　前記アクセス端末がフェムトノードまたはピコノードにおいて登録される場合、前記ペ
ージングセットの前記決定は、前記フェムトノードまたは前記ピコノードの近隣者ではな
い如何なるマクロノードも前記ページングセットから排除することを備える、
　請求項２６の装置。
【請求項２９】
　アクセス端末から登録要求を受信することと、
　前記アクセス端末がページングされることを望んでいるノードで使用される識別子を備
えるリストを前記登録要求と共に受信することと、ここで、前記識別子は、少なくとも１
つの第１のタイプの識別子と少なくとも１つの第２のタイプの識別子とを備える、
　前記リストに基づいて１セットのノードを識別することと、
　前記アクセス端末をページングするための少なくとも１つの要求を前記１セットのノー
ドに送信することと、ここで、前記第１のタイプの識別子は、個別ノードの識別子または
セル識別子または加入者グループの識別子を備え、前記第２のタイプの識別子は、追跡領
域に関連し、
　アクセスポイントにおける登録に関連する指示が提供され、前記指示は、前記第２のタ
イプの識別子ではなく前記第１のタイプの識別子が前記アクセスポイントにおける前記登
録のために使用されるべきであることを示す、
　をコンピュータに実行させるためのコードを備えるコンピュータ可読記録媒体。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、一般的には無線通信に関し、また排他的ではなく、より特定的には、通信性
能を改善することに関する。
【背景技術】
【０００２】
　本出願は、２００８年１月１４日に出願され、代理人整理番号Ｎｏ．０８０２０４Ｐ１
で譲渡された自己の米国仮特許出願第６１／０２０，９７３号と２００８年６月１３日に
出願され、代理人整理番号Ｎｏ．０８１８３５Ｐ１で譲渡された自己の米国仮特許出願第
６１／０６１，５４３号との利益およびこれらに対する優先権を主張し、各々の開示は参
照によりここに組み込まれている。
【０００３】
　本出願は、「複数のタイプのノード識別子を利用する無線通信ページングおよび登録（
ＷＩＲＥＬＥＳＳ　ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＯＮ　ＰＡＧＩＮＧ　ＡＮＤ　ＲＥＧＩＳＴ
ＲＡＴＩＯＮ　ＵＴＩＬＩＺＩＮＧ　ＭＵＬＴＩＰＬＥ　ＴＹＰＥＳ　ＯＦ　ＮＯＤＥ　
ＩＤＥＮＴＩＦＩＥＲＳ）」と題し、代理人整理番号Ｎｏ．０８１８３５Ｕ１で譲渡され
、同時に出願された自己の米国特許出願第１２／３５２，５０１号に関し、この開示は参
照によりここに組み込まれている。
【０００４】
　無線通信システムは、複数のユーザに種々のタイプの通信（例えば、音声、データ、マ
ルチメディアサービスなど）を提供するために広く配備されている。高速のマルチメディ
アデータサービスの需要が急速に成長するにつれて、高性能で効率的およびロバストな通
信システムを実施するための難問が存在する。
【０００５】
　従来の携帯電話ネットワーク基地局を補完するために、小カバレッジ基地局は、よりロ
バストな屋内無線カバレッジを提供するように、移動ユニットに配備され得る（例えば、
ユーザの家庭に設置され得る）。このような小カバレッジ基地局は、一般に、アクセスポ
イント基地局、ホームノードＢまたはフェムトセルとして知られている。典型的には、こ
のような小カバレッジ基地局は、ＤＳＬルータまたはケーブルモデムを介してインターネ
ットおよび移動体通信事業者のネットワークに接続される。
【０００６】
　ある幾つかのフェムトセル配備において、１つのマクロセルによってカバーされる領域
内に多数のフェムトセルが存在し得る。このような場合、ネットワーク内の移動ユニット
と基地局との間の接続性を管理することに関連するオーバーヘッドは、比較的高くなり得
る。したがって、無線ネットワークのための改善された資源管理の必要性が存在する。
【発明の概要】
【０００７】
　本開示の例示的態様の概要は下記の通りである。ここでの用語、態様への如何なる参照
も本開示の１つ以上の態様を指し得ることは理解されるべきである。
【０００８】
　本開示は、幾つかの態様では、ネットワークにおけるページング負荷を管理することに
関する。ある幾つかの態様では、ネットワークは、どのノードがアクセス端末をページン
グするかを指定するための異なるタイプの識別子を使用し得る。例えば第１のタイプの識
別子は、個別ノードの識別子、セル識別子または共用識別子（例えば、加入者グループの
識別子）を備えることが可能であり、第２のタイプの識別子はゾーン（例えば、追跡領域
(tracking areas)）、加入者グループまたは位置に関連し得る。このようにして、ネット
ワークは、ある種の個別ノード（例えば、セルまたはセクタ）が所定のアクセス端末をペ
ージングすべきであること、および／または、１つ以上のゾーン（例えば、追跡領域）が
アクセス端末をページングすべきであることを指定するリストを保持し得る。
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【０００９】
　異なるタイプの識別子を使用することによって、ネットワークは、アクセス端末をより
効率的にページングできる。例えばネットワークは、高い移動度のアクセス端末より小さ
な領域内かつ大きな精細度で。低い移動度のアクセス端末をページングすることができる
。同様に、ネットワークは、より低い頻度でページングされる傾向にあるアクセス端末よ
り小さな領域内かつ大きな精細度で、より高い頻度でページングされる傾向にあるアクセ
ス端末をページングできる。
【００１０】
　本開示は、ある幾つかの態様では、ネットワークにおける登録負荷を管理することに関
連する。ある幾つかの態様では、ネットワーク内のアクセス端末は、ネットワークに関す
るページングを制御するエンティティ（例えば、移動度マネージャ）にフォワードルッキ
ングページングリスト（forward looking paging list）（例えば、提示ページングセッ
ト(suggested paging list)）を提供するように構成され得る。ここで、アクセス端末は
、このアクセス端末がページングされることを望んでいる場所の指示を含むリストを提供
し得るので、このアクセス端末は将来ページングされる必要があり得る場所を推定できる
。それから、ネットワークは、このリストに基づいてどのノードがこのアクセス端末をペ
ージングすべきであるかを決定できる。ある幾つかの態様では、ネットワークによって実
施された（例えば、追跡領域ベース、ゾーンベース、距離ベースの）標準ページングセッ
トに加えて、このフォワードルッキングリストが使用され得る。したがって、アクセス端
末は、標準ページングルールとこのアクセス端末によって生成されたリストとにしたがっ
てページングされ得る。このようなリストの使用は、所定のアクセス端末が異なるノード
に移動するときにこのノードがアクセス端末をページングするように既に構成されている
可能性があるので、より効率的な登録を提供し得る。この結果、アクセス端末は、ノード
からページングを受信するために、このノードに登録することを必要としないであろう。
また異なるタイプの識別子を使用することによって、所定のアクセス端末は、アクセス端
末をページングすることになっているノードを、より高い精細度で指定できる。
【００１１】
　本開示は、ある幾つかの態様では、異なるタイプのアクセスポイントを含む配備におい
てページング負荷および／または登録負荷を管理することに関連する。例えば、第１のタ
イプのアクセスポイント（例えば、マクロノード）は、比較的大きなカバレッジ領域に亘
ってサービスを提供でき、第２のタイプのアクセスポイント（例えば、フェムトノード）
は、より小さなカバレッジ領域に亘ってサービスを提供でき、および／または限定された
サービスを提供できる。このような場合、ページングおよび登録のための異なるタイプの
識別子の使用は、所定のアクセス端末をどのノードがページングし得るかを指定する際に
、より高い精細度を使用可能にする。
【００１２】
　本開示のこれらおよび他の例示的態様は、下記の詳細説明と添付の特許請求の範囲とに
おいて、また付属の図面において説明されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は、無線通信ページングおよび／または登録のために複数のタイプの識別子
を使用するように構成された通信システムの幾つかの例示的態様の単純化されたブロック
図である。
【図２】図２は、例示的無線通信カバレッジ領域を示す単純化された図である。
【図３Ａ】図３Ａは、異なるタイプの識別子を含むリストを備えるネットワークと関連し
て実行され得る動作の幾つかの例示的態様のフローチャートである。
【図３Ｂ】図３Ｂは、異なるタイプの識別子を含むリストを備えるネットワークと関連し
て実行され得る動作の幾つかの例示的態様のフローチャートである。
【図４】図４は、異なるタイプの識別子を含むリストを備えるアクセス端末といったノー
ドと関連して実行され得る動作の幾つかの例示的態様のフローチャートである。
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【図５】図５は、ある種のタイプの識別子が登録のために使用されるべきであるという指
示を通知するノードによって実行され得る動作の幾つかの例示的態様のフローチャートで
ある。
【図６】図６は、ある種のタイプの識別子が登録のために使用されるべきであるという指
示を受信するノードによって実行され得る動作の幾つかの例示的態様のフローチャートで
ある。
【図７】図７は、提示ページングセットを提供するためにノードによって実行され得る動
作の幾つかの例示的態様のフローチャートである。
【図８】図８は、無線通信システムの単純化された図である。
【図９】図９は、フェムトノードを含む無線通信システムの単純化された図である。
【図１０】図１０は、通信コンポーネントの幾つかの例示的態様の単純化されたブロック
図である。
【図１１】図１１は、ここで教示されるように無線通信ページングおよび／または登録の
ために複数のタイプの識別子を使用するように構成された装置の幾つかの例示的態様の単
純化されたブロック図である。
【図１２】図１２は、ここで教示されるように無線通信ページングおよび／または登録の
ために複数のタイプの識別子を使用するように構成された装置の幾つかの例示的態様の単
純化されたブロック図である。
【図１３】図１３は、ここで教示されるように無線通信ページングおよび／または登録の
ために複数のタイプの識別子を使用するように構成された装置の幾つかの例示的態様の単
純化されたブロック図である。
【図１４】図１４は、ここで教示されるように無線通信ページングおよび／または登録の
ために複数のタイプの識別子を使用するように構成された装置の幾つかの例示的態様の単
純化されたブロック図である。
【図１５】図１５は、ここで教示されるように無線通信ページングおよび／または登録の
ために複数のタイプの識別子を使用するように構成された装置の幾つかの例示的態様の単
純化されたブロック図である。
【図１６】図１６は、ここで教示されるように無線通信ページングおよび／または登録の
ために複数のタイプの識別子を使用するように構成された装置の幾つかの例示的態様の単
純化されたブロック図である。
【詳細な説明】
【００１４】
　一般的な慣習では、これらの図面に示された種々の特徴要素は、原寸に比例して描かれ
ていない可能性がある。したがって。種々の特徴要素の寸法は、明確化のために任意に拡
大または縮小されている可能性がある。更にこれらの図面の幾つかは、明確化のために単
純化されている可能性がある。このようにこれらの図面は、所定の装置（例えば、デバイ
ス）または方法のコンポーネントのすべてを描いていない可能性がある。最後に、本明細
書および図全体を通して、同様の特徴要素を示すために同様の参照符号が使用され得る。
【００１５】
　本開示の種々の態様は下記に説明される。ここでの教示が幅広い種々の形で具体化され
得ること、および、ここで開示される如何なる特定の構成、機能も、またはそれら両方も
単に代表的なものであることは明らかであるはずである。ここでの教示に基づいて当業者
は、ここで開示される態様が他の如何なる態様とも独立に実施され得ること、およびこれ
らの態様の２つ以上が種々の仕方で組み合され得ることを認めるべきである。例えばここ
で説明される任意の数の態様を使用して装置が実施され、あるいは方法が実施され得る。
更に、ここで説明される態様の１つ以上に加えて、あるいはこれらとは別に他の構成また
は機能を使用して、または構成と機能とを使用して、このような装置が実施され、あるい
はこのような方法が実施され得る。更に１つの態様は、１つの請求項の少なくとも１つの
要素を備え得る。
【００１６】
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　図１は、例示的な通信システム１００（例えば、通信ネットワークの一部分）における
幾つかのノードを示す。説明目的のために本開示の種々の態様は、互いに通信する１つ以
上のアクセス端末、アクセスポイント、およびネットワークノードに関連して説明される
であろう。しかしながら、ここでの教示が他の用語を使用して参照される他のタイプの装
置または他の類似の装置に適用可能であり得ることは認められるべきである。
【００１７】
　システム１００におけるアクセスポイント１０４および１０６は、関連する地理的領域
内に常駐し得る、または、この領域中を徘徊し得る１つ以上の無線端末（例えば、アクセ
ス端末１０２）に１つ以上のサービス（例えば、ネットワーク接続性）を提供する。更に
アクセスポイント１０４および１０６は、広域ネットワーク接続性を容易にするために、
（便宜上、ネットワークノード１０８によって表されている）１つ以上のネットワークノ
ードと通信できる。このようなネットワークノードは、例えば１つ以上の無線および／ま
たはコアネットワークエンティティ（例えば、移動度管理エンティティ、セッション参照
ネットワークコントローラ、または他の適当なネットワークエンティティ（単数または複
数））といった種々の形を取り得る。
【００１８】
　図１および下記の論議は、ネットワークノードおよび／またはアクセス端末が、どのア
クセスポイントがアクセス端末をページングするか、および、アクセス端末が所定のアク
セスポイントにおいて登録する必要があるかどうかを決定することに関連して使用され得
る識別子のリストを提供する種々の方式を説明している。例えば図１において、ネットワ
ークノード１０８は、リスト１１２を提供するリストジェネレータ１１０を含む。同様に
アクセス端末１０２は、リスト１１６を提供するリストジェネレータ１１４を含む。ここ
でページは、ネットワークが指定されたノードにこのネットワークとの通信を確立するこ
とを望んでいることを示す、ネットワークからこの指定ノードへの明確なメッセージであ
る。
【００１９】
　ネットワークノード１０８は、アクセス端末をページングすることになっているアクセ
スポイントを指定するためにリスト１１２を使用する。例えばアクセス端末１０２がペー
ジングされることを必要とするとき、ネットワークノード１０８（例えば、ページングコ
ントローラ１１８）は、リスト１１２（例えば、アクセス端末１０２に関して定義された
特定のリスト）によって識別されるすべてのアクセスポイントにページング要求を送信す
る。
【００２０】
　ネットワークノード１０８は、また、アクセス端末１０２にリストを送信できる。例え
ばアクセス端末１０２がシステム１００内のアクセスポイントにおいて登録するとき、ネ
ットワークノード１０８（例えば、登録コントローラ１２０）は対応する登録要求を受信
する。それから登録コントローラ１２０は、アクセス端末１０２がどのアクセスポイント
はアクセス端末をページングするであろうかを決定できるように、アクセス端末１０２に
リスト１１２を送信できる。このように、アクセス端末１０２は、所定のアクセスポイン
トからページを受信するためにこの所定のアクセスポイントにおいて登録する必要がある
かどうかを決定できる。
【００２１】
　また登録に関連して、アクセス端末１０２は、リスト１１２を提供するネットワークノ
ード１０８（例えば、リストジェネレータ１１０）を支援するためにネットワークノード
１０８にリスト１１６を送信できる。例えば、リスト１１６は、アクセス端末１０２が近
い将来にアイドル状態になる可能性が高い如何なるアクセスポイントも識別するフォーワ
ードルッキングリストを備え得る。このようなフォワードルッキングリストの使用によっ
て、アクセス端末１０２が最終的にアイドリング状態になるアクセスポイントの多くがア
クセス端末１０２をページングするように既に構成されるので、アクセス端末１０２は、
システム１００内を移動するほど頻繁には登録することを必要としない可能性がある。
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【００２２】
　ここで、各リストは、１つより多いタイプの識別子（例えば、リスト１１２および１１
６内の省略記号によって表されるような２つ、３つまたはそれより多くの識別子タイプ）
を備え得る。例えば第１のタイプの識別子は、個別ノードの識別子、セル識別子または共
用識別子（例えば、加入者グループの識別子）を備え得る。更に、第２のタイプの識別子
は、ゾーン（例えば、追跡領域）、加入者グループ、または位置に関連し得る。他のタイ
プの識別子は、種々の実施形態で使用され得る。
【００２３】
　ある幾つかの態様では、ネットワークにおけるページング負荷および／または登録負荷
は、これらの異なるタイプの識別子を使用することによって軽減され得る。例えば第１の
タイプの識別子を使用することによって、アクセス端末のページングは、アクセス端末が
大きな領域に亘ってページングされる必要がない場合に、比較的少数のアクセスポイント
に限定され得る。異なるタイプの識別子が混合配備においてページング負荷および／また
は登録負荷を軽減するためにどれほど有利に使用され得るかの幾つかの例が、下記に示さ
れる。
【００２４】
　ある幾つかの態様では、ここで教示されるようなページングおよび登録方式は、マクロ
カバレッジ（例えば、典型的にはマクロセルネットワークまたはワイドエリアネットワー
クＷＡＮと呼ばれる３Ｇネットワークといった広域セルラーネットワーク）および小カバ
レッジ（例えば、典型的にはローカルエリアネットワーク－ＬＡＮと呼ばれる住居ベース
または建物ベースのネットワーク環境）を含む混合配備において使用され得る。ここでア
クセス端末（「ＡＴ」）はこのようなネットワーク内を移動するので、アクセス端末はあ
る幾つかの位置ではマクロカバレッジを提供するアクセスポイントによってサービスされ
得るが、アクセス端末は他の位置ではより小さい領域のカバレッジを提供するアクセスポ
イントによってサービスされ得る。ある幾つかの態様では、小領域カバレッジノードは、
ますます大きくなる容量増加、建物内カバレッジおよび異なるサービスと、よりロバスト
なユーザ体験に導く全てを提供するために使用され得る。
【００２５】
　ここでの説明では、比較的大きな領域に亘るカバレッジを提供するノードはマクロノー
ドと呼ばれ得るが、比較的小さな領域（例えば、住居）に亘るカバレッジを提供するノー
ドはフェムトノードと呼ばれ得る。ここでの教示が他のタイプのカバレッジ領域に関連す
るノードにも適用可能であり得ることは認められるべきである。例えばピコノードはマク
ロ領域より小さくてフェムト領域より大きい領域に亘るカバレッジ（例えば、商業ビル内
のカバレッジ）を提供し得る。種々のアプリケーションでは、マクロノード、フェムトノ
ードまたは他のアクセスポイントタイプのノードを参照するために他の用語が使用され得
る。例えばマクロノードは、アクセスノード、基地局、アクセスポイント、ｅノードＢ（
ｅＮｏｄｅＢ）、マクロセル、などとして構成され得る、または呼ばれ得る。またフェム
トノードは、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ（Ｈｏｍｅ　ｅＮｏｄｅＢ）、アクセス
ポイント基地局、フェムトセル、などとして構成され得る、または呼ばれ得る。ある幾つ
かの実施形態では、ノードは１つ以上のセルまたはセクタに関連付けられ得る（例えば、
分割され得る）。マクロノード、フェムトノードまたはピコノードに関連するセルまたは
セクタは、それぞれ、マクロセル、フェムトセルまたはピコセルと呼ばれ得る。フェムト
ノードがネットワーク内でどのように配備され得るかの単純化された例は、図２に示され
ている。
【００２６】
　図２は、各々が数個のマクロカバレッジ領域２０４を含む数個の追跡領域２０２（また
は経路指定領域(routing areas)または位置指定領域(location areas)）が定義されるカ
バレッジマップ２００の一例を示す。ここで追跡領域２０２Ａ、２０２Ｂ、２０２Ｃに関
連するカバレッジの領域は太線によって区切られており、マクロカバレッジ領域２０４は
六角形によって表されている。追跡領域２０２は、更にフェムトカバレッジ領域２０６を
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含む。この例では、フェムトカバレッジ領域２０６の各々（例えば、フェムトカバレッジ
領域２０６Ｃ）は、マクロカバレッジ領域２０４（例えば、マクロカバレッジ領域２０４
Ｂ）内に描かれている。しかしながら、フェムトカバレッジ領域２０６が部分的にマクロ
カバレッジ領域２０４の内側または外側に存在し得ることは認められるべきである。また
、１つ以上の追跡領域２０２またはマクロカバレッジ領域２０４内には１つ以上のピコカ
バレッジ領域（図示せず）が定義され得る。マクロカバレッジ領域内に、または隣接マク
ロセルとの境界にまたがって複数のフェムトカバレッジ領域が存在し得ることは認められ
るべきである。
【００２７】
　ここでの教示によれば、ページング負荷は、アクセス端末がアイドルモードになってい
るときに、混合配備においてアクセス端末をページングするアクセスポイントの数を限定
することによって軽減され得る。このような混合配備は、例えばフェムトノード（例えば
、ｅホームノードＢ）およびピコノード（例えば、ピコｅノードＢ）といったアクセスポ
イントの低移動度アンダーレイとマクロノード（例えば、マクロｅノードＢ）といったア
クセスポイントの高移動度オーバーレイネットワークとからなり得る。
【００２８】
　ある幾つかの態様では、混合配備におけるページング負荷は、アクセス端末が（例えば
、ある幾つかの態様では、ＬＴＥにおける追跡領域更新アクセスメッセージ内の追跡領域
識別子リストに類似している）リストをネットワークに提供することを可能にすることに
よって軽減されることが可能であり、そのために、このリストは、異なるタイプの識別子
を含む。ここで論じられるように。このような識別子は、例えば、グローバルセル識別子
（「ＧＣＩ」）といったセル識別子、ならびに追跡領域識別子（「ＴＡＩ」）といったゾ
ーン識別子を含み得る。混合配備では、例えばアンダーレイアクセスポイントのカバレッ
ジの欠如のせいで、または制限されたノード（例えば、限定加入者グループセル）の存在
のせいで、アンダーレイアクセスポイントから隣接オーバーレイアクセスポイントへの、
またその逆の多くのアイドルモードハンドオーバーが存在し得る。したがって、アクセス
ポイントが所望の精細度で参照され得るように、リスト内にアンダーレイアクセスポイン
トとオーバーレイアクセスポイントの両者を有することが望ましい。
【００２９】
　混合配備において、ネットワーク（例えば、移動度管理エンティティ、ＭＭＥ）は、比
較的小さな領域においてフェムトノードに最後に登録した低移動度アクセス端末をページ
ングできる。これとは逆に、ネットワークは、より大きな領域において高移動度アクセス
端末をページングできる。同様に、ネットワークは、異なるタイプのアプリケーションペ
ージング要件を有するアクセス端末のために異なるページング領域をサポートできる。例
えばネットワークは、比較的小さな領域において、より頻繁にページングされる傾向にあ
るアクセス端末をページングできる。これとは逆にネットワークは、より大きな領域にお
いて、より小さなページング負荷でアクセス端末をページングできる。
【００３０】
　ある幾つかの態様で、本開示は、アクセス端末がマクロノードにおいて登録するときに
、混合配備におけるページング負荷を軽減することに関連する。このような場合、アンダ
ーレイネットワーク上でのページングは、アンダーレイネットワーク上に存在し得る比較
的多数のアクセスポイントをページングすることを回避されるか、制限される。
【００３１】
　ある幾つかの態様で、本開示は、アクセス端末がアンダーレイネットワーク上のアクセ
スポイントにおいて登録するときに、混合配備におけるページング負荷を軽減することに
関連する。この場合、オーバーレイネットワーク上の離れたマクロノードをページングす
ることは、このようなアクセス端末が比較的低い移動度を有する可能性が高い（例えば、
アクセス端末がそのホームフェムトノードにあり得る）ので、回避されるか、制限される
。
【００３２】
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　例えば、あるゾーン（例えば、追跡領域）が多数のオーバーレイアクセスポイントをカ
バーする場合、アンダーレイアクセスポイントにおいて登録する低移動度アクセス端末が
追跡領域のサブセットにおいてだけページングされること（例えば、追跡領域内の個別セ
ルにおいてアクセス端末をページングすること）が好適であり得る。このようなサブセッ
トにおけるページングを容易にするために、幾つかの場合に、異なる識別子（例えば、Ｔ
ＡＩ）は、オーバーレイおよびアンダーレイネットワーク上のアクセスポイントの各々に
割り当てられ得る。例えば図２において、フェムトカバレッジ領域２０６の各々は、一意
のＴＡＩ（その各々は追跡領域２０２に割り当てられたＴＡＩとは異なる）を割り当てら
れ得る。
【００３３】
　セルベースのページングでは、セルは、図２に示された大きな追跡領域の一部であるマ
クロノードであり得るか、あるいはフェムトノードまたはピコノードであり得る。ここで
の教示によれば、各セルは、リスト（例えば、ＴＡＩリスト）においてページングのため
の２つ以上のレベルの構成員資格（membership）を有し得る。例えばセルは、多数のセル
に亘るアクセス端末のページングを可能にするために、ゾーン（例えば、追跡領域）に関
連付けられ得る。更にセルは、このセルにおいてだけアクセス端末のページングを可能に
するためにセル識別子（例えば、ＧＣＩ）に関連付けられ得る。これは、より大きな、あ
るいはより小さな領域においてアクセス端末をページングするネットワーク柔軟性が、ネ
ットワークにおけるページング負荷を最適化することを可能にする。
【００３４】
　ある幾つかの実施形態では高精細度識別子（例えば、ＧＣＩ）がリストにおいて使用さ
れるとき、登録のためのアンダーレイノードを識別するために幾つかの代替リストオプシ
ョンが使用され得る。第１のオプションでは、ＴＡＩは、１アンダーレイアクセスポイン
ト（例えば、ＨｅＮＢおよびピコｅＮＢ）ごとに１つの一意ＴＡＩをサポートするために
使用され、十分に大きくされる。第２のオプションでは、特別の追跡領域コード（「ＴＡ
Ｃ」）は、そのようなアンダーレイアクセスポイントがＧＣＩに基づいてだけページング
を行うことを各アンダーレイアクセスポイントが示すために使用され得る。ＴＡＣは、オ
ーバーレイアクセスポイント（例えば、マクロｅＮｏｄｅＢ）のためにだけ必要とされ得
るので、第２のオプションでは遥かに小さいことがあり得る。第３のオプションでは、低
精細度識別子（例えば、ＴＡＩのようなゾーン）がマクロノードのために使用され、高精
細度識別子（例えば、セル識別子）がフェムトノードおよび／またはピコノードのために
使用される。
【００３５】
　ここでの教示によれば、混合配備において登録負荷は、アイドルモードで動作しながら
アクセス端末によって実行される登録関連動作（例えば、追跡領域更新）の数を限定する
ことによって軽減され得る。上記のように、アクセス端末は、アイドルモードの間に、ア
ンダーレイアクセスポイントとオーバーレイアクセスポイントとの間で選択するので、混
合配備においてアンダーレイアクセスポイントとオーバーレイアクセスポイントとの間に
は多くのアイドルモードハンドオーバーが存在し得る。
【００３６】
　ある幾つかの態様では、このような混合配備における登録負荷は、ネットワーク（例え
ば、ＭＭＥ）によって提供されるページングリスト（例えば、ＬＴＥにおける追跡領域更
新受入れメッセージ内のＴＡＩリスト）を改善することによって軽減され得る。このよう
なリストは、例えば下記の技法：すなわちＯＡＭを使用する構成（すなわち、より高精度
なプランニング）；ハンドオーバーといったアクセス端末移動度イベントおよびこの配備
におけるＲＦ近隣者に関する追跡領域更新要求メッセージからのネットワーク学習；およ
びアクセス端末が追跡領域更新要求メッセージを送信するときにリストを提供することと
いったアクセス端末支援；のうちの１つ以上を使用して改善され得る。
【００３７】
　最初の２つの技法はネットワークによって提供されるリストを改善し得るが、このリス
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トを改善するために使用され得る情報を取得することは、アクセス端末支援を含み得る。
【００３８】
例えばアクセス端末が聞き得るマクロノードおよびフェムトノードの近隣者とアクセス端
末の移動度のレベルは、リストを形成するときにはネットワークに知られていない可能性
がある。同様にネットワークは、アクセス端末がマクロノードにおける追跡領域を更新す
るときに、近隣のフェムトノードまたはピコノードの存在を決定するためにアクセス端末
支援を必要とする可能性がある。例えばマクロノードにおけるカバレッジの精細度は、ア
クセス端末がマクロノードにおいて登録する（例えば、追跡領域更新を実行する）ときに
、どのフェムトノードおよびピコノードがアクセス端末の近くにあるかを決定するために
十分でない可能性がある。
【００３９】
　ある幾つかの態様では、本開示は、アクセス端末が登録（例えば、追跡領域を更新）し
なくてはならない頻度を低減しようと努力しているということのおおざっぱな指示を提供
できるフォワードルッキングリストを提供することに関連している。例えばアクセス端末
は、アクセス端末のホームフェムトノードにおけるマクロカバレッジを提供するマクロノ
ードを記憶している可能性がある。この場合、アクセス端末がこのマクロノードのカバレ
ッジ領域内に存在することをこのアクセス端末が決定したときはいつでも、アクセス端末
は、このアクセス端末がネットワークに送信するリスト内にそのホームフェムトノードの
識別子（例えば、ＴＡＩ）を含み得る。このようにして、アクセス端末は、このアクセス
端末がそのホームフェムトノードを引き続いて選択する（例えば、アイドリング状態にあ
る）場合に登録（追跡領域を更新）することを必要としない可能性がある。もう１つの例
としてアクセス端末は、このアクセス端末が近隣において見ているが必ずしも訪れてはい
ないマクロノードおよびフェムトノードの識別子（例えば、ＴＡＩ）を、このアクセス端
末のリストに加えることができる。同様にアクセス端末は、近隣ノード（例えば、フェム
トノードおよびピコノード）によって通知された如何なる近隣者もこのリストに加えるこ
とができる。これらおよび他の同様な手順の使用によって、アクセス端末は、登録と関連
して（例えば、アクセス端末が追跡領域更新要求メッセージを送信するとき）ネットワー
クに識別子のリストを提供できる。それからネットワークは、ネットワークによって返却
されるリスト（例えば、ＴＡＩリスト）を生成するためにこのリストを使用できる。ある
幾つかの場合にネットワークは、例えばアクセス端末の近傍のフェムトノードおよびピコ
ノードによって提供される近隣者リストを発見することによってネットワーク自体につい
てのリストを改善できる。
【００４０】
　ある幾つかの場合では、アクセス端末によって最後に訪問されたゾーン（例えば、追跡
領域）に関する情報は、アクセス端末が登録するときに何らかのフェムトノードおよびピ
コノードが近くにあるかどうかを決定するために十分な精細度を提供しない可能性がある
。このような場合には、その代わりに、最後に訪れたゾーンは、より低い精細度で記述さ
れ得る。例えばアクセス端末は、このアクセス端末が最後に訪れたゾーンにおける個別の
ノードを記述するためにセル識別子（例えば、ＧＣＩ）を使用できる。したがって、アク
セス端末によって提供されるリストは、異なるタイプの識別子（例えば、ＧＣＩおよびＴ
ＡＩ）を含み得る。ある幾つかの場合では、ネットワークは、アクセス端末から受信され
たリスト内の識別子を異なる形の識別子に変換できる。例えばネットワークは、このネッ
トワークがより広い領域に亘ってページングすることを望む場合、セル識別子をゾーンに
変換することができる。いずれの場合にも、最終的にネットワークによって（例えば、追
跡領域更新受入れメッセージ内のリストにおいて提供される）提供されるリストは、ネッ
トワークによって決定され得るページングに基づく１つ以上のタイプの識別子（例えば、
ＧＣＩおよびＴＡＩ）を含み得る。
【００４１】
　上記を考慮して今度は、例示的なページング関連および登録関連の動作が図３Ａから図
７のフローチャートに関連してより詳細に論じられるであろう。簡潔に言えば、図３Ａお
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よび３Ｂは、ネットワークノードが異なるタイプの識別子を含むリストをアクセス端末に
提供する例示的な動作を説明している。図４は、アクセス端末が異なるタイプの識別子を
含むリストをネットワークノードに提供する例示的な動作を説明している。図５および６
は、アクセス端末が特定のタイプの識別子が登録のために使用されるべきであるという指
示を通知する、およびアクセス端末がこのような指示を受信する、例示的な動作を説明し
ている。図７は、アクセス端末が提示された（または補足的（supplemental））ページン
グセット（「ＳＰＳ」）を提供する例示的な動作を説明している。
【００４２】
　便宜上、図３Ａから図７の動作（あるいはここで論じられる、または教示される何らか
の他の動作）は、特定のコンポーネント（例えば、システム１００のコンポーネント）に
よって実行されるものとして説明され得る。しかしながら、これらの動作が他のタイプの
コンポーネントによって実行され、また異なる数のコンポーネントを使用して実行され得
ることは認められるべきである。またここで説明される動作の１つ以上が所定の実施形態
では使用されない可能性があることも認められるべきである。
【００４３】
　最初に図３Ａを参照すると、ブロック３０２によって表されているように、ある時点で
ネットワーク内のアクセス端末は、あるアクセスポイントにおいて登録する。例えば図１
においてアクセス端末１０２の登録コントローラ１２２は、登録メッセージをアクセスポ
イント１０４のトランシーバ（図示せず）に送信できる。
【００４４】
　ブロック３０４によって表されているように、ネットワークノード１０８は、アクセス
端末１０２の登録の結果として登録要求を受信できる。例えば図１においてアクセスポイ
ント１０４は、登録要求を登録コントローラ１２０に（例えば、バックホールを介して）
送信できる。
【００４５】
　ブロック３０６によって表されているように、ネットワークノード１０８（例えば、リ
ストジェネレータ１１０）は、システム１００のノードのページングおよび／または登録
動作に関連して使用され得る識別子のリスト（例えば、データメモリに記憶されたリスト
１１２）を提供する。特にリスト１１２は、アクセス端末１０２をページングすることに
なっている１つ以上のアクセスポイントを（直接的または間接的に）識別するページング
セットを備え得る。ある幾つかの実施形態では、これは、ネットワークの（例えば、追跡
領域ベースの、ゾーンベースの、距離ベースの）標準ページングルールにしたがってアク
セス端末１０２をページングするであろうアクセスポイントを識別することを含み得る。
【００４６】
　ここで論じられるように、リスト１１２は、異なるタイプの識別子を含み得る。特定の
例として、第１のタイプの識別子は、個別ノードの識別子（例えば、セル識別子またはセ
クタ識別子）または加入者グループ（例えば、限定加入者グループ）の識別子を備え得る
。更に第２のタイプの識別子は、ゾーン（例えば、この識別子は追跡領域識別子、位置指
定領域識別子、経路指定領域識別子などを備え得る）、加入者グループ（例えば、この識
別子は加入者グループの識別子を備え得る）、アクセス端末の位置、などに関連し得る。
他のタイプの識別子は、種々の実施形態で使用され得る。
【００４７】
　リストジェネレータ１１０は、種々の仕方で種々の基準に基づいてリスト１１２を生成
できる。リスト１１２がどのように生成され得るかのいくつかの例が下記に示される。こ
れらの技法および他の技法の１つ以上に基づいてリスト１１２が生成され得ることは認め
られるべきである。
【００４８】
　ある幾つかの態様では、リスト１１２は、アクセス端末１０２が最後に登録した、ある
いは前に接続を確立した場所に基づいて（例えば、登録または接続が発生したノードの識
別、アクセス端末１０２の最後に知られたページングゾーン、または加入者セットなどに
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基づいて）生成され得る。例えばリストジェネレータ１１０は、このリストジェネレータ
１１０が所定のゾーン、追跡領域、加入者セットなどの近隣者（例えば、近隣のノードま
たはゾーン）を決定できるデータベースを保持できる。代替としてネットワークノード１
０８は、所定のノードから近隣者リストを取得するために、このノードと通信できる。そ
れからリストジェネレータ１１０は、これらの近隣者に関連する識別子（例えば、ゾーン
、ノード識別子など）をこのリスト１１２に追加できる。ある幾つかの態様では、アクセ
ス端末１０２がマクロノードにおいて登録された場合、リストジェネレータ１１０は、ア
ンダーレイネットワークからの如何なるノード（例えば、フェムトノードおよびピコノー
ド）もリスト１１２から排除し得る。これとは反対に、アクセス端末がフェムトノードま
たはピコノードにおいて登録された場合、リストジェネレータ１１０は、このフェムトノ
ードまたはピコノードの直接の近隣者でない如何なるマクロノードもリスト１１２から排
除できる。
【００４９】
　ある幾つかの態様では、リスト１１２は、アクセス端末１０２の位置に基づいて生成さ
れ得る。例えばリストジェネレータ１１０は、（例えば、アクセス端末１０２からの信号
に基づいて）アクセス端末１０２の位置を決定し、この位置の近くのアクセスポイントに
ページング要求を送信するように選択し得る。したがって、この場合、この近傍のゾーン
またはノードの識別子はリスト１１２に追加され得る。ある幾つかの態様では、アクセス
端末１０２の位置は、このアクセス端末１０２が最後に登録した場所に基づいて、あるい
はアクセス端末１０２の最後に知られたページングゾーンに基づいて推定され得る。
【００５０】
　ある幾つかの態様では、リスト１１２への入力は、アクセス端末１０２の移動度に基づ
いて行われ得る。ここでリストジェネレータ１１０は、アクセス端末１０２の移動度を（
例えば、アクセス端末１０２が登録した場所に基づいて）決定するように、および／また
はアクセス端末１０２から移動度情報を受信するように、構成され得る。アクセス端末１
０２が高移動度ノードである場合、オーバーレイネットワークを介してこのアクセス端末
１０２をページングすることが望ましい可能性がある。その結果、このような場合には、
リストジェネレータ１１０は、（例えば、アクセス端末１０２の近傍におけるカバレッジ
を提供するゾーンに対応する）１つ以上のゾーン識別子をリスト１１２に追加できる。こ
れとは反対に、アクセス端末１０２が低移動度ノードである場合、アンダーレイネットワ
ークを介してアクセス端末１０２をページングすることが望ましい可能性がある。このよ
うな場合、リストジェネレータ１１０は、（例えば、アクセス端末１０２の近傍のフェム
トノードまたはピコノードに対応する）１つ以上のノード識別子をリスト１１２に追加で
きる。上記から、アクセス端末１０２のためのページング領域のサイズがアクセス端末１
０２の移動度に基づき得ることは認められるべきである。
【００５１】
　ある幾つかの態様では、リスト１１２は、アクセス端末１０２がどれほど頻繁にページ
ングされるかに基づいて生成され得る。例えばリストジェネレータ１１０は、アクセス端
末１０２がどれほど頻繁にページングされているかを決定するためにページングコントロ
ーラ１１８と協同動作できる。それから、ネットワークにおける登録負荷を軽減するため
に、アクセス端末１０２がまれにしかページングされていないときには所定の領域内でア
クセス端末１０２をページングし、アクセス端末１０２がより頻繁にページングされてい
るときにはより小さい領域内でアクセス端末１０２をページングするという決定が行われ
得る。したがってリストジェネレータ１１０は、必要に応じてこれらの異なるページング
領域に関連する識別子（例えば、ゾーン、ノード識別子など）をリスト１１２に追加でき
る。このように、アクセス端末１０２のためのページング領域のサイズは、アクセス端末
１０２がどれほど頻繁にページングされるかに逆に関連し得る。
【００５２】
　同様に、ある幾つかの態様では、リスト１１２は、アクセス端末１０２に関連する１つ
以上のアプリケーションに基づいて生成され得る。例えばリストジェネレータ１１０は、
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どのアプリケーションがアクセス端末１０２に関連しているか（例えば、現在動作してい
るか）を示す（例えば、アクセス端末１０２または他のノードから受信された情報に基づ
く）情報を保持し得る。ここで、ある幾つかのアプリケーションは他のアプリケーション
より頻繁にページングされるノードという結果をもたらすであろうということが決定され
得る。更に、ある幾つかのノードはある幾つかのタイプのアプリケーションを（例えば、
より効率的に）ページングするためにより適しているということが決定され得る。このよ
うにして、リストジェネレータ１１０は、より大きなページング領域およびより小さなペ
ージング領域または異なるノードに関連する識別子（例えば、ゾーン、ノード識別子など
）を必要に応じてリスト１１２に追加できる。
【００５３】
　ある幾つかの態様では、リスト１１２は、時刻に基づいて生成され得る。例えばリスト
ジェネレータ１１０は、アクセス端末が特定の日時に典型的に存在する場所（例えば、ど
のゾーンに存在するかなど）を示す（例えば、アクセス端末１０２から受信された信号ま
たは登録情報に基づく）情報を保持し得る。その結果、リストジェネレータ１１０は、こ
れらの位置などに関連する識別子（例えば、ゾーン、ノード識別子など）をリスト１１２
に追加できる。
【００５４】
　ある幾つかの態様では、リスト１１２は、１つ以上の他のノード（例えば、ホームノー
ド）とのアクセス端末１０２の関連性に基づいて生成され得る。例えばリストジェネレー
タ１１０は、アクセス端末１０２が特定のノードに関連しているときにアクセス端末１０
２がページングされるべき場所を示す（例えば、アクセス端末１０２または他のネットワ
ークノードから受信された情報に基づく）情報を保持し得る。それからこのリストジェネ
レータ１１０は、この情報に基づいて対応する識別子（例えば、ゾーン、ノード識別子な
ど）を必要に応じてリスト１１２に追加できる。
【００５５】
　ある幾つかの態様では、リスト１１２は、アクセス端末１０２がページングされる周波
数帯域に基づいて生成され得る。例えばリストジェネレータ１１０は、設計された周波数
帯域上でページングするノードに関する識別子（例えば、ゾーン、ノード識別子など）を
必要に応じてリスト１１２に追加できる。
【００５６】
　図３のブロック３０８によって表されているように、ネットワークノード１０８（例え
ば、リストジェネレータ１１０）はリスト１１２をアクセス端末１０２に送信する。例え
ばアクセスポイント１０４は、図１において線１４２によって表されているようにリスト
１１２の内容を含むメッセージを登録コントローラ１２２に転送できる。
【００５７】
　ブロック３１０によって表されているように、ある時点でネットワークノード１０８（
例えば、ページングコントローラ１１８）は、アクセス端末１０２がページングされる必
要があると決定するであろう。例えばアクセス端末１０２に対して電話呼出しが行われた
可能性があるか、あるいはアクセス端末１０２に向けられたデータが受信された可能性が
ある。
【００５８】
　図３Ｂのブロック３１２によって表されているようにネットワークノード１０８は、ペ
ージング要求をリスト１１２によって識別された各アクセスポイントに送信する。例えば
リスト１１２がゾーン識別子を含んでいた場合、ページングコントローラ１１８は、その
ゾーンに関連する各アクセスポイントにページング要求を送信できる。同様にリストが個
別ノード識別子を含んでいる場合、ページングコントローラ１１８はこのノードにページ
ング要求を送信できる。リストが加入者グループ識別子を含んでいる場合、ページングコ
ントローラ１１８は、この加入者グループに関連する各アクセスポイントにページング要
求を送信できる。
【００５９】
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　ブロック３１４によって表されているように、ページング要求を受信した各アクセスポ
イントは、適当な時刻にアクセス端末１０２をページングする。例えばページング要求を
受信すると、アクセスポイント１０６のページングコントローラ１２４は、（例えば、受
信機１２８と送信機１３０とを備える）トランシーバ１２６がページを送信するようにす
る。
【００６０】
　アクセス端末１０２は、自身の（例えば、受信機１３４と送信機１３６とを備える）ト
ランシーバ１３２を介してこのページを受信する。それからアクセス端末１０２は、ペー
ジング関連処理を開始できる。例えばアクセス端末１０２（例えば、通信プロセッサ１３
８）は、ページング応答がネットワークノード１０８に送信されるようにすることができ
る。
【００６１】
　ブロック３１６によって表されているように、ある時点でアクセス端末１０２（例えば
、ノード識別子１４０）は、第２のアクセスポイントを識別できる。例えばアクセス端末
１０２はネットワーク内で移動するので、アクセス端末１０２（例えば、受信機１３４）
は、他のアクセスポイントからパイロット信号を受信し得る。すなわち、アクセス端末１
０２がアクセスポイントに接近すると、受信されたパイロット信号の信号強度はアクセス
ポイントとの信頼度の高い通信を確立するために十分と見なされる閾値を最終的に超える
ことができる。それから、アクセス端末１０２は、第２のアクセスポイント上でアイドル
状態になるように選択できる。
【００６２】
　アクセス端末は、更に、パイロット信号またはある他の信号を介して第２のアクセスポ
イントによって通報された情報を受信できる。例えば図１において、アクセスポイント１
０６（例えば、送信機１３０）は、アクセスポイント１０６に関連する識別子（例えば、
ゾーン識別子、ノード識別子、セル識別子、加入者グループ識別子など）といったノード
情報を通報できる。更に図５および６に関連して下記に詳細に論じられるように、アクセ
スポイント１０６は、アクセス端末がアクセスポイント１０６からのページを受信するた
めにどのように登録すべきであるか、またアクセスポイント１０６がアクセス端末をペー
ジングできるかどうか、に関する１つ以上の指示を通報できる。
【００６３】
　ブロック３１８によって表されているように、アクセス端末１０２は、第２のアクセス
ポイントに関連する何らかの識別子がネットワークノード１０８から受信される（例えば
、リスト１１２に対応する）リスト内にあるかどうかを決定する。例えば登録コントロー
ラ１２２は、ネットワークノード１０８から受信されたリスト内の識別子をアクセスポイ
ント１０６から受信された第１のタイプの識別子および／またはブロック３１６でアクセ
スポイント１０６から受信された第２のタイプの識別子と比較し得る。
【００６４】
　ブロック３２０によって表されているように、アクセス端末１０２は、それから、ブロ
ック３１８の決定に基づいて、第２のアクセスポイントにおいて登録すべきかどうかを決
定する。例えばアクセスポイント１０６がネットワークノード１０８から受信されたリス
トによって識別された場合、必要なときにネットワークノード１０８がアクセスポイント
１０６にアクセス端末１０２をページングさせるので、登録コントローラ１２２は、アク
セスポイント１０６において登録しないように選択できる。
【００６５】
　上記のように、所定のアクセス端末をページングするためにネットワークによって提供
されたリストは、このアクセス端末によって提供されたリスト（例えば、提示ページング
セット）に基づき得る。図４は、このようなリストを生成するネットワークノードとアク
セス端末とによって実行され得る例示的な動作を示す。
【００６６】
　ブロック４０２によって表されているように、アクセス端末１０２は、アクセス端末１
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０２の登録に関連して識別子のリストを提供する。ここでリストジェネレータ１１４は、
アクセス端末１０２がページングされることを望んだ１セットのノード（例えば、ゾーン
、セル、セクタなど）を識別し、それから関連識別子をリスト１１６に追加することがで
きる。上記に論じられたように、リスト１１６は、比較的近い将来にアクセス端末１０２
がアイドル状態になる可能性の高いノードを識別するフォワードルッキングリストを備え
得る。アクセス端末１０２は、図１の線１４４によって表されるように、登録コントロー
ラ１２２によって送信された登録メッセージ（例えば、登録要求）内のリストの内容を含
み得るか、あるいはアクセス端末１０２は、ある他の仕方でこのリストをネットワークノ
ード１０８に送信できる。
【００６７】
　リスト１１６は、異なるタイプの識別子を含み得る。例えばリスト１１２のように、リ
スト１１６は、個別ノードの識別子または加入者グループの識別子を備える第１のタイプ
の識別子を含み得る。更にリスト１１６は、ゾーン、加入者グループ、アクセス端末の位
置などに関連する第２のタイプの識別子を含み得る。他のタイプの識別子は、種々の実施
形態では使用され得る。
【００６８】
　リストジェネレータ１１４は、種々の仕方で種々の基準に基づいてリスト１１６を生成
できる。リスト１１２がどのように生成され得るかの幾つかの例が下記に示される。これ
らの技法および他の技法の１つ以上に基づいてリスト１１６が生成され得ることは認めら
れるべきである。
【００６９】
　図７に関連して下記に詳細に説明されるように、ある幾つかの態様では、リスト１１６
は、アクセス端末１０８が指定されたノードに近いかどうかに基づいて生成され得る。例
えばリストジェネレータ１１４は、アクセス端末１０２（例えば、受信機１３４）がホー
ムフェムトノードから無線周波（「ＲＦ」）信号を受信する場合、あるいはアクセス端末
がホームフェムトノードの近傍にあるもう１つのノード（例えば、ホームマクロノード）
の近くにある（例えば、カバレッジ領域に入っている）と決定した場合に、アクセス端末
１０２のホームフェムトノードの識別子をリストに追加できる。ここでホームフェムトノ
ードの識別子は、例えばノード識別子（例えば、セル識別子）または加入者グループ識別
子を備え得る。
【００７０】
　ある幾つかの態様では、リスト１１６は、アクセス端末１０２またはすぐ近くのノード
（例えば、アクセスポイント１０６）の近隣のノードの識別子を含み得る。例えばアクセ
ス端末１０２（例えば、受信機１３４）は、少なくとも１つの近隣ノードを識別する情報
を受信し得る。この情報は、種々の仕方で受信され得る。例えばある幾つかの場合に、ア
クセス端末１０２は、ネットワークノード１０８（例えば、アクセス端末１０２に関する
ページングを現在管理している移動度マネージャ）から近隣者リストを受信できる。ある
幾つかの場合、アクセス端末１０２（例えば、受信機１３４）は、近隣ノードからの無線
周波信号を検知し、それから、信号を送信したノードを識別し、これらのノードに関連す
る識別子をリスト１１６に追加することができる。ある幾つかの場合に、アクセス端末１
０２は、すぐ近くのノード（例えば、アクセスポイント１０６）から近隣者リストを受信
できる。
【００７１】
　リスト１１６は、更に、リスト１１２と類似の仕方で定義され得る。簡潔に言えば、リ
スト１１６は、アクセス端末１０２に関連する１つ以上のアプリケーションに基づいて生
成され得る。リスト１１６は、日時に基づいて生成され得る。リスト１１６は、１つ以上
の他のノードとのアクセス端末の関連性に基づいて生成され得る。リスト１１６は、アク
セス端末１０２がページングされる周波数帯域に直接基づいて生成され得る。ある幾つか
の態様では、これらの例の実施詳細事項は、図３で前述された同等の詳細事項に類似して
得る。
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【００７２】
　また上記のように、ある幾つかの態様では、リスト１１６は、アクセス端末１０２が最
後に登録した、あるいは前に接続を確立した場所に基づいて生成され得る。上記に論じら
れたようにリストジェネレータ１１４は、リストジェネレータ１１４が所定のノード、ゾ
ーン、追跡領域、加入者セットなどの近隣者（例えば、近隣ノードまたはゾーン）を決定
し得るデータベースを保持できる。代替としてアクセス端末１０２は、これらのノードか
ら近隣者リストを取得するために、対応するノードと通信できる。再び、アクセス端末１
０２がマクロノードにおいて登録される場合、リストジェネレータ１１４はアンダーレイ
ネットワークからの如何なるノードもリスト１１６から排除しできるが、アクセス端末１
０２がフェムトノードまたはピコノードにおいて登録される場合、リストジェネレータ１
１４はこのフェムトノードまたはピコノードの近隣者ではない如何なるマクロノードもリ
スト１１６から排除できる。ある幾つかの場合に、アクセス端末１０３がフェムトノード
上でアイドル状態になっているとき、アクセス端末１０２は、アクセス端末１０２がフェ
ムトノードのカバレッジからマクロノードのカバレッジ内へ移動する可能性が高いので、
フェムトノードのマクロ近隣者をリスト１１６に自動的に追加できる。
【００７３】
　ある幾つかの態様では、リスト１１６は、アクセス端末１０２の位置に基づいて生成さ
れ得る。例えばリストジェネレータ１１０は、この位置の近傍のゾーンまたはノードの識
別子を決定してこれらの識別子をリスト１１６に追加できる。再び、アクセス端末１０２
の位置は、アクセス端末１０２が最後に登録した場所に基づいて、あるいはアクセス端末
１０２の最後に知られたページングゾーンに基づいて推定され得る。
【００７４】
　ある幾つかの態様では、リスト１１６への入力は、アクセス端末１０２の移動度に基づ
いて行われ得る。上記に論じられたように、高移動度アクセス端末はオーバーレイネット
ワークを介してページングされ得るが、低移動度アクセス端末はアンダーレイネットワー
クを介してページングされ得る。したがって、アクセス端末１０２のためのページング領
域のサイズは、アクセス端末１０２の移動度に基づき得る。
【００７５】
　ある幾つかの態様では、リスト１１６は、アクセス端末１０２がどれほど頻繁にページ
ングされるかに基づいて生成され得る。例えばアクセス端末１０２は、ネットワークにお
ける登録負荷を軽減するために、まれにしかページングされていないときにはより大きな
領域に亘って（例えば、リスト１１６に関してオーバーレイネットワークを選択すること
によって）ページングされ得るが、より頻繁にページングされているときにはより小さな
領域に亘って（例えば、リスト１１６に関してアンダーレイネットワークの一部分を選択
することによって）ページングされ得る。
【００７６】
　ある幾つかの態様では、リスト１１６は、単一ゾーンからのノードだけを含むように制
限される。例えばアクセス端末１０２がノード識別子をリストに追加するとき、アクセス
端末１０２は、（例えば、ノードによって提供された近隣者報告または情報に含まれた情
報に基づいて）ノードがどのゾーンに関連しているかを決定できる可能性がある。この場
合、リストジェネレータ１１４は、識別子がリスト１１６内の他の識別子とは異なるゾー
ンに関連している場合、識別子をリストに追加しないように選択できる。しかしながら、
ある幾つかの場合には、アクセス端末１０２は、ノードがどのゾーンに関連しているかを
知らない可能性がある。このような場合には、リストジェネレータ１１４は最初に、対応
する識別子をリスト１１６に追加できる。アクセス端末１０２が後でこのノードにアクセ
スしようと試みてこのノードが異なるゾーンにあることを発見した場合には、リストジェ
ネレータ１１４は、この新しいゾーン内のノードを識別してこれらのノードの識別子をリ
スト１１６に入れることによってリストを再構築することができる。
【００７７】
　図４のブロック４０４によって表されているように、ネットワークノード１０８は、ア
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クセス端末１０２によって送信されるリストを受信する。例えばリスト１１６からの情報
は、アクセスポイント１０４を介して受信される（例えば、同じまたは異なるメッセージ
内の）登録要求と共に受信され得る。
【００７８】
　ブロック４０６によって表されているように、ネットワークノード１０８（例えば、リ
ストジェネレータ１１０）は、アクセス端末１０２をページングするためのページングセ
ットを決定することを開始する。ある幾つかの場合、ネットワークノード１０８は、ネッ
トワークの（例えば、追跡領域ベースの、ゾーンベースの、距離ベースの）標準ページン
グルールにしたがってページングセットを生成できる。更に、または代替として、このペ
ージングセットは、リスト１１２を定義することに関連して上記に説明された技法を使用
して生成され得る。ある幾つかの場合、ページングセットは、ブロック４０４で受信され
るリストから定義（例えば、取得）され得る。ある幾つかの態様では、ページングセット
は、ここで教示されるように１つ以上のタイプの識別子を含み得る。
【００７９】
　ブロック４０８によって表されているように、ネットワークノード１０８（例えば、リ
ストジェネレータ１１０）は、アクセス端末１０８をページングするための最終的な１セ
ットのノードを識別するときに、アクセス端末１０８から受信されたリストを考慮に入れ
ることができる。最終的な１セットのノードが受信リストに基づく程度は、異なる状況下
では異なる可能性がある。
【００８０】
　ある幾つかの場合、最終的な１セットのノードは、受信リストによって識別されたノー
ドのすべてを含む。これらの場合、最終的な１セットのノードは、受信リスト上に存在し
なかったノードを含むことも含まないこともあり得る。例えばある幾つかの場合、最終的
な１セットのノードは、単に受信リストに等しい可能性がある。ある幾つかの場合、最終
的な１セットのノードは、更なるノードを含むこともあり得る。例えばネットワークノー
ド１０８は、受信リストによって識別されたノードの代わりに対応するゾーンを使用でき
る。ネットワークノード１０８は。更に、ブロック４０６で導き出されたページングセッ
トからのノードを受信リストによって識別されたノードに付加することもできる。
【００８１】
　ある幾つかの場合には、最終的な１セットのノードは、受信リストによって識別された
ノードのすべてを含まないこともあり得る。すなわちネットワークノード１０８は、受信
リストによって識別された１つ以上のノード、ゾーンなどをページングしないように選択
できる。例えばネットワークノード１０８は、ページングされ得ない、あるいは異なるゾ
ーンに関連する入力を除去できる。更にネットワークノード１０８は、最終的な１セット
のノードへの入力の数を限定できる。ある幾つかの場合には、受信リストへの如何なる入
力のネットワークノード１０８による削除は、アクセス端末１０２によって保持された如
何なるリストへの入力も打ち消す（オーバーライドする）ことができる。
【００８２】
　ブロック４１０によって表されているように、ネットワークノード１０８は、最終的な
１セットのノードに基づいて定義された新しいリストをアクセス端末１０２に送信する。
このようにブロック４１０の動作は、ブロック３０８の動作に対応し得る。上記のように
新しいリストは、最終的な１セットのノードに関連する異なるタイプの識別子を含み得る
。したがって上記を考慮すれば、アクセス端末１０２によって受信される新しいリストは
、ブロック４０２でアクセス端末１０２がネットワークノードに送信したリスト内で識別
されたノードの１つ以上を識別できる。それからアクセス端末１０２は、所定のアクセス
ポイントにおいて登録する必要があるかどうかを決定するために、（例えば、ブロック３
１６～３２０で前に説明されたように）新しいリストを使用できる。
【００８３】
　ブロック４１２によって表されているように、ネットワークノード１０８は、ノードが
アクセス端末１０２をページングするように、最終的な１セットのノード内の各ノード（
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すなわち新しいリスト内の識別子に対応する）にページング要求を送信する。したがって
これらの動作は、上記のブロック３１０～３１４の動作に相互関連している。したがって
、新しいリストがゾーン識別子を含んでいる場合、ページングコントローラ１１８はこの
ゾーンに関連する各アクセスポイントにページング要求を送信できる。新しいリストが個
別ノード識別子を含んでいる場合、ページングコントローラ１１８は、このノードにペー
ジング要求を送信できる。新しいリストが加入者グループ識別子を含んでいる場合、ペー
ジングコントローラ１１８は、この加入者グループに関連する各アクセスポイントにペー
ジング要求を送信できる。
【００８４】
　今度は図５および６を参照すると、ある幾つかの実施形態において、あるノード（例え
ば、アクセスポイント）は、このノードがどのようにページングを実行するか、および／
またはもう１つのノード（例えば、アクセス端末）がこのノードにおいて登録し得るかど
うか／どのように登録できるかに関する指示を通知できる。ある幾つかの態様では、この
ような動作は、特定のタイプの識別子が登録のために使用されるべきであるという指示を
アクセスポイントが通知するシナリオに関連し得る。ある幾つかの態様では、このような
動作は、もう１つのノードがアクセスポイントによってページングされることを要求しな
ければ、アクセスポイントがこのノードをページングしないであろうということを意味す
る指示をこのアクセスポイントが通知するシナリオに関連し得る。ある幾つかの態様では
、このような動作は、ノードをページングするようにアクセスポイントが他のノードを誘
導しないであろうということを意味する指示をこのアクセスポイントが通知するシナリオ
に関連し得る。ある幾つかの態様では、このような方式の使用によって、ネットワーク（
例えば、ＭＭＥ）は、オーバーレイネットワークのノードとアンダーレイネットワークの
ノードとの間を区別しなければならないことから解放され得る（例えば、ネットワークは
、どのアクセス端末が制限付きフェムトノードにアクセスすることを許されているかの経
過を追う必要がない）。更にある幾つかの態様では、このような方式は、オーバーレイノ
ードのカバレッジ領域内にどのアンダーレイノードが配備されているかの経過を追う負荷
からオーバーレイノードを解放できる。図５は、図１のアクセスポイント１０６といった
アクセスポイントによって実行され得る例示的な動作を説明している。図６は、図１のア
クセス端末１０２といったアクセス端末によって実行され得る例示的な動作を説明してい
る。
【００８５】
　ブロック５０２によって表されているように、アクセスポイント１０６（例えば、識別
子決定子１４６）は、アクセスポイント１０６において登録することに関連して使用され
得る異なるタイプの識別子を決定する。例えばこの情報は、もう１つのノードから取得さ
れ得る、および／またはアクセスポイント１０６におけるデータメモリ（図示せず）内に
保持され得る。ここで第１のタイプの識別子は、アクセスポイント１０６に、またはこの
アクセスポイント１０６が属する加入者グループに、割り当てられた個別ノード識別子を
備え得る。更に第２のタイプの識別子は、アクセスポイント１０６が関連するゾーンまた
は加入者グループ、アクセスポイント１０６またはアクセス端末の位置、などに関連し得
る。他のタイプの識別子は、種々の実施形態で使用され得る。
【００８６】
　ブロック５０４によって表されているように、アクセスポイント１０６（例えば、識別
子決定子１４６）は、登録のために識別子タイプの１つを使用するべきかどうかを決定す
る。例えばアクセスポイント１０６は、第１のタイプの識別子のみの使用によって登録を
可能にできる。この場合、ゾーンベースの登録、距離ベースの登録および第２のタイプの
識別子に依存する他の登録方式は、ノードにおいて使用不能にされ得る。したがって、ア
クセスポイント１０６によってページングされることを望むアクセス端末は、アクセスポ
イント１０６において直接登録することか、提示ページングセット（suggested paging s
et）においてアクセスポイント１０６を識別する第１のタイプの識別子を含むことか、い
ずれかを必要とされ得る。



(22) JP 5774311 B2 2015.9.9

10

20

30

40

50

【００８７】
　ブロック５０４の決定は、種々の基準に基づき得る。例えばある幾つかの態様では、こ
の決定は、アクセスポイント１０６がネットワークノード１０８（例えば、ＭＭＥといっ
た構成マネージャ）から受信された構成情報に基づき得る。このような構成情報は、例え
ばどのタイプの識別子がアクセスポイント１０６による使用のために指定されるべきであ
るかを指定し得る。ある幾つかの態様では、この決定は、アクセスポイント１０６のノー
ドタイプに基づき得る。例えばアンダーレイネットワークに関するノードまたは制限付き
ノード（例えば、フェムトノードおよびピコノード）は、第１のタイプの識別子のみの使
用を可能にするように構成され得るが、アンダーレイネットワークに関するノード（例え
ば、マクロノード）は、任意のタイプの識別子の使用を可能にするように構成され得る。
ある幾つかの態様では、この決定は、アクセスポイント１０６がノードのページングセッ
トの一部であるかどうか（例えば、アクセスポイントがページングゾーンに関連している
かどうか）を決定することを含み得る。ここで、アクセスポイント１０６がこのようなセ
ットの一部でない場合、アクセスポイント１０６は、第１のタイプの識別子のみの使用を
可能にするように構成され得る。これとは反対に、アクセスポイント１０６がこのような
セットの一部である場合、アクセスポイント１０６は任意のタイプの識別子の使用を可能
にするように構成され得る。
【００８８】
　ブロック５０６によって表されているように、アクセスポイント１０６（例えば、送信
機１３０）は、ブロック５０４の決定を表す指示（例えば、メッセージ内のＳＰＳビット
）を通知できる。例えばこの指示は、登録のために第２のタイプの識別子ではなく第１の
タイプの識別子が使用されるべきであることを意味し得る。またある幾つかの態様では、
この指示は、（例えば、このアクセスポイントに登録することによって、または提示ペー
ジングセット内にこのアクセスポイントを含ませることによって）もう１つのノードがア
クセスポイント１０６によってページングされることを要求しなければ、アクセスポイン
ト１０６がこのノードをページングしないであろうということを意味し得る。更にある幾
つかの態様では、この指示は、あるノードをページングするようにアクセスポイント１０
６が他のノード（例えば、近隣のアクセスポイント）を誘導しないであろうということを
意味し得る。言い換えれば、アクセスポイント１０６は、（すなわちアクセスポイントが
ページング要求を他のアクセスポイントにファンアウト(fan-out)することが許されてい
るネットワークにおいて）ページング要求をファンアウトしないであろう。ある幾つかの
態様では、この指示は、特定のタイプの登録方式がアクセスポイント１０６において使用
不能にされることを意味し得る。例えば、第２のタイプの識別子が距離ベースの登録に関
連しており、それによって登録する決定がアクセス端末の現在位置に基づいているとき、
この指示は、このような距離ベースの登録が使用不能であることを示し得る。またある幾
つかの場合に、この指示は、所定の識別子のために定義された値にセットされ得る（例え
ば、指示は、アクセスポイント１０６のＧＣＩにセットされ得る）。
【００８９】
　ブロック５０８によって表されているように、ある幾つかの場合に、アクセスポイント
１０６（例えば、送信機１３０）は、アクセスポイント１０６の近隣ノード（例えば、マ
クロノード、フェムトノード、ピコノード）を識別するリストを通知できる。上記のよう
に、この情報は、アクセス端末１０２をページングするためのリストを生成するために、
アクセス端末１０２またはネットワークノード１０８によって使用され得る。
【００９０】
　ここで、図６を参照すると、ブロック６０２によって表されているように、ある時点で
、アクセス端末は、図５に関連して先に論じられたように、登録に関連する指示を受信し
得る。例えばアクセス端末１０２がアクセスポイント１０６に十分に近いとき、アクセス
端末１０２は、この指示を含む放送信号（例えば、パイロット）を受信し得る。
【００９１】
　ブロック６０４によって表されているように、アクセス端末１０２がアクセスポイント
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１０６によってページングされることを望んでいる場合、アクセス端末１０２（例えば、
リストジェネレータ１１４）は、ここで教示されたように、提示ページングセット（例え
ば、リスト１１６）を定義できる。この場合、提示ページングセットは、アクセスポイン
ト１０６の指定されたタイプの識別子を含むように定義され得る。
【００９２】
　ブロック６０６によって表されているように、アクセス端末１０２は、それから、ネッ
トワークノード１０８に提示ページングセットを提供できる。ある幾つかの場合、この提
示ページングセットは、ここで論じられるように、アクセス端末１０２（例えば、もう１
つのアクセスポイントにおける）の登録と関連してネットワークノード１０８に提供され
得る。いったんネットワークノード１０８が提示ページングセットを受信すると、ネット
ワークノード１０８は、ページングが指示されたときは何時でもアクセスポイント１０６
にアクセス端末１０２をページングさせ得る。
【００９３】
　更にブロック６０８によって表されているように、アクセス端末１０２は、ネットワー
クノード１０８から識別子のリストを受信できる。したがって、このリストは、提示ペー
ジングセットからのアクセスポイントの識別子を含み得る。その結果、アクセス端末１０
２が近い将来にアクセスポイント１０６を再訪問する場合、アクセスポイント１０６はネ
ットワークノード１０８に送信された最後のＳＰＳに示されたので、アクセス端末１０２
は再び登録する必要はない可能性がある。このようにして前向きＳＰＳの使用は、アクセ
ス端末１０２がその登録負荷を軽減することを可能にする。
【００９４】
　上記のように、ＳＰＳは、（例えば、ゾーンベース、距離ベースの）他のタイプの登録
トリガーと関連して使用され得る。例えば先に論じられたような受信指示（以後便宜上、
ＳＰＳビットと呼ばれる）の欠如の場合、アクセス端末は、標準距離ベースまたはゾーン
ベースの登録トリガーに従い得る。しかしながらアクセス端末は、新しいアクセスポイン
トがＳＰＳ内に既に存在する場合、距離またはゾーントリガーに基づいて登録しない可能
性がある。更にアクセス端末は、距離またはゾーントリガーが指示されていないとしても
、新しいアクセスポイントがＳＰＳ内に存在しなければＳＰＳビットトリガーに基づいて
登録できる。またある幾つかの態様では、ＳＰＳビットに応じて登録することは、アクセ
ス端末の距離パラメータをゼロにセットし得る。したがって登録は、ＳＰＳによって打ち
消されなければ、アクセス端末がこのアクセスポイントを離れると直ぐにトリガーされ得
る。ある幾つかの場合に、（例えば、ＳＩＤベース、ＮＩＤベース、不活動ベースの）他
のタイプのトリガーは、ＳＰＳビットトリガーによって打ち消されない可能性がある。
【００９５】
　ある幾つかの場合に、アクセス端末は、ネットワークに送信された最後のＳＰＳに関連
するページング信頼度がアクセス端末によって生成された所望のＳＰＳに関連するページ
ング信頼度より（例えば、ある閾値だけ）小さいとアクセス端末が決定した場合に、再登
録するように選択できる。ある幾つかの場合、このような再登録のためのもう１つの前提
条件は、最後のＳＰＳに関連するページング信頼度が、ある閾値より低いことであり得る
。
【００９６】
　図７は、アクセス端末がＳＰＳ（例えば、リスト１１６）を定義するために実行し得る
幾つかの動作を示す。ブロック７０２によって表されているように、ある時点でアクセス
端末は、そのＳＰＳに加えられるべきノードを識別するであろう。例えばアクセス端末は
、このアクセス端末が聞いている最も強いアクセスポイント（例えば、アクセスポイント
のセクタ）をＳＰＳに加えることによって、および／またはアクセス端末が現在アイドル
状態になっているアクセスポイントをＳＰＳに加えることによって、このアクセス端末の
ＳＰＳを保持し得る。
【００９７】
　ブロック７０４および７０６によって表されているように、アクセス端末は、更に、こ
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のアクセス端末の近隣者をＳＰＳに加えることもできる。例えばアクセス端末が図５で先
に説明されたような指示（例えば、ＳＰＳビット）をブロック７０４で通知している場合
、アクセス端末は、（例えば、このアクセスポイントがファンアウトをサポートしない可
能性があるので）このアクセスポイントの近隣者をＳＰＳに加えることができる。
【００９８】
　ある幾つかの実施形態では、アクセス端末は、距離、ゾーン、セクタ識別子（「ＳＩＤ
」）、およびネットワーク識別子（「ＮＩＤ」）のパラメータ設定値の１つ以上に基づい
てＳＰＳの必要性を推測できる可能性がある。このような実施形態では、アクセスポイン
トは、ＳＰＳ指示を無線で送信しない可能性がある。
【００９９】
　更に、ＳＰＳが必要とされない場合（例えば、アクセス端末がマクロノード上でアイド
ル状態になっているとき）、マクロノードの近隣者は、（例えば、追跡領域ベース、ゾー
ンベース、距離ベースの）標準ページングルールに基づいてアクセス端末を自動的にペー
ジングできるので、これらの近隣者をＳＰＳに加える必要はない可能性がある。
【０１００】
　ブロック７０８によって表されているように、ある幾つかの場合、アクセス端末は、こ
のアクセス端末のホームフェムトノードのために、このアクセス端末のＳＰＳを最適化で
きる。例えばブロック７１０で、アクセス端末がホームマクロセル（例えば、そのホーム
フェムトノードの最も強い近隣者であるマクロセル）において現在登録されている場合、
アクセス端末は、ブロック７１２で、このホームフェムトノードをこのアクセス端末のＳ
ＰＳに自動的に追加できる。またアクセス端末がブロック７１４でそれのホームフェムト
ノードを聞くことができる場合、アクセス端末はブロック７１２でこのホームフェムトノ
ードをＳＰＳに自動的に追加できる。
【０１０１】
　ＳＰＳへの入力の数を管理するために種々の対策が使用され得る。例えばＳＰＳにおい
てリストアップされたアクセスポイントの信号が残っているときに、あまりにも弱いまま
に留まっている場合（例えば、アクセスポイントに関連する搬送波対干渉比がある閾値レ
ベルより低い場合）、アクセスポイント（および任意選択的にこのアクセスポイントと共
に加えられた何らかの近隣者）は、ＳＰＳから落とされ得る。ここで、アクセスポイント
信号が指定された閾値より下に低下すると、タイマーは計数を開始し、この状態が続く限
り計数を続け得る。それからアクセスポイントは、定義された計数が到達された場合にＳ
ＰＳから落とされ得る。ある幾つかの場合、そうでなければ、ＳＰＳから落とされ得るア
クセスポイントは、その代わりにＳＰＳ内に保持され得る。例えば指定されたアクセスポ
イントが他のあるアクセスポイントの近隣者であれば、この指定されたアクセスポイント
はＳＰＳ内に留まり得る（例えば、それによってアクセス端末が近い将来にこの指定され
たアクセスポイントを訪れる可能性が高い）。更にＳＰＳがそのサイズ限界に達すれば、
ある基準または閾値に基づいて１つ以上のアクセスポイントが落とされ得る（例えば、最
長動作タイマーを有するアクセスポイントが落とされ得る）。ある幾つかの場合、アクセ
スポイントは、ＳＰＳビット（または何か他の同様な指示）を通知しない新しいアクセス
ポイントにアクセス端末が登録したとき、ＳＰＳから落とされ得る。ある幾つかの場合、
アクセスポイントは、アクセス端末が標準ページングルール（例えば、追跡領域、ゾーン
、距離）にしたがってアクセスポイントによってページングされるであろうと決定するア
クセス端末に基づいてＳＰＳから落とされ得る。
【０１０２】
　ＳＰＳは、更に、移動度マネージャエンティティ（「ＭＭＥ」）またはセッション参照
ネットワークコントローラ（「ＳＲＮＣ」）といった移動度マネージャ（例えば、ネット
ワークノード１０８）に記憶され得る。アクセス端末は、アクセス端末によって検知され
た最も強いアクセスポイントが移動度マネージャに送信された最後のＳＰＳ内に存在せず
、またアクセス端末がＳＰＳを使用する必要がある（例えば、セクタに関してＳＰＳビッ
トが指示される）とき、ＳＰＳを移動度マネージャに伝達できる。それから移動度マネー
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ジャは、移動度マネージャに記憶された現在ＳＰＳに上書きするために新しく受信された
ＳＰＳを使用し得る。
【０１０３】
　ある幾つかの態様では、アクセス端末から移動度マネージャへのＳＰＳの転送は最適化
され得る。例えばアクセス端末は、最後のＳＰＳと現在のＳＰＳとの間の差分（例えば、
セルの追加または削除）を送信できるだけである。更に、アクセス端末は、各セルを明確
にリストアップするよりむしろセル（またはセクタまたはアクセスポイント）およびゾー
ン／距離をリストアップできる。更にＳＰＳは、すべての近隣者を明確にリストアップす
るよりむしろ所定のノードプラスその近隣者を指定できる。
【０１０４】
　上記のように、ここで教示されるようなページングおよび登録方式は、マクロおよびフ
ェムトカバレッジを含むネットワークにおいて使用され得る。図８および９は、このよう
な配備の例を示す。
【０１０５】
　図８は、対応するアクセスポイント８０４（例えば、アクセスポイント８０４Ａ～８０
４Ｇ）によってサービスされる各セルを有する例えばマクロセル８０２Ａ～８０２Ｇとい
った複数のセル８０２を備える無線通信システム８００の幾つかの態様を示す。このよう
にしてマクロセル８０２は、図２のマクロカバレッジ領域２０４に対応し得る。図８に示
されるように、アクセス端末８０６（例えば、アクセス端末８０６Ａ～８０６Ｌ）は、時
間と共にシステム中の種々の位置に分散され得る。各アクセス端末８０６は、アクセス端
末８０６が例えば活動しているかどうか、または、ソフトハンドオフ状態にあるかどうか
に依存して、所定の瞬間において順方向リンクおよび／または逆方向リンク上の１つ以上
のアクセスポイント８０４と通信できる。無線通信システム８００は、大きな地理的領域
に亘ってサービスを提供できる。例えばマクロセル８０２Ａ～８０２Ｇは、農村環境にお
ける近隣または数平方マイル内の数ブロックをカバーできる。
【０１０６】
　図９は、１つ以上のフェムトノードがネットワーク環境（例えば、システム８００）内
でどのように配備され得るかを示すシステム９００の例である。システム９００は、比較
的小さな領域カバレッジネットワーク環境に（例えば、１つ以上のユーザ住居に）設置さ
れた複数のフェムトノード９１０（例えば、フェムトノード９１０Ａおよび９１０Ｂ）を
含む。各フェムトノード９１０は、ＤＳＬルータ、ケーブルモデム、または他の接続手段
（図示せず）を介してワイドエリアネットワーク９４０（例えば、インターネット）と移
動体通信事業者コアネットワーク９５０とに接続され得る。
【０１０７】
　フェムトノード９１０の所有者は、移動体通信事業者コアネットワーク９５０を介して
提供される例えば３Ｇ移動体通信サービスといった移動体通信サービスに加入できる。更
にアクセス端末９２０は、マクロ環境と。より小領域カバレッジ（例えば、住居の）ネッ
トワーク環境の両者において動作することが可能であり得る。言い換えれば、アクセス端
末９２０の現在位置に依存して、アクセス端末９２０は、移動体通信事業者コアネットワ
ーク９５０に関連するマクロセルアクセスポイント９６０によって、あるいは１セットの
フェムトノード９１０（例えば、対応するユーザ住居９３０内に常駐するフェムトノード
９１０Ａおよび９１０Ｂ）のうちの任意の１つによってサービスされ得る。例えば加入者
が自分の家の外にいるときに、加入者は標準マクロアクセスポイント（例えば、アクセス
ポイント９６０）によってサービスされ得るが、加入者が自分の家の近く、または内にい
るときに、加入者はフェムトノード（例えば、ノード９１０Ａ）によってサービスされ得
る。ここでフェムトノード９１０は、レガシーアクセス端末９２０と後方互換性がある。
【０１０８】
　上記のようにある幾つかの態様では、ノード（例えば、フェムトノード）は制限され得
る。例えば所定のフェムトノードは、特定のアクセス端末にある特定のサービスを提供で
きるのみである。いわゆる制限付き（閉鎖された）関連性を有する配備では、所定のアク
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セス端末は、マクロセル移動体ネットワークおよび定義された１セットのフェムトノード
（例えば、対応するユーザ住居９３０内に常駐するフェムトノード９１０）によってサー
ビスされ得るのみである。ある幾つかの実施形態では、ノードは、少なくとも１つのノー
ドのために、信号伝達、データアクセス、登録、ページング、またはサービスのうちの少
なくとも１つを提供しないように制限され得る。
【０１０９】
　ある幾つかの態様では、制限付きフェムトノード（閉鎖加入者グループホームノードＢ
とも呼ばれ得る）は、制限され規制された１セットのアクセス端末にサービスを提供する
フェムトノードである。このセットは、必要に応じて一時的または永久的に延長され得る
。ある幾つかの態様では、限定加入者グループ(Closed Subscriber Group)（「ＣＳＧ」
）は、アクセス端末の共通アクセス制御リストを共用する１セットのアクセスポイント（
例えば、フェムトノード）として定義され得る。ある領域におけるすべてのフェムトノー
ド（またはすべての制限付きフェムトノード）が動作するチャネルは、フェムトチャネル
と呼ばれ得る。
【０１１０】
　このように、所定のフェムトノードと所定のアクセス端末との間には種々の関係が存在
し得る。例えばアクセス端末の観点から、オープンフェムトノードは、制限された関連性
を有しないフェムトノードを指すことができる（例えば、このフェムトノードは如何なる
アクセス端末へのアクセスも可能にする）。制限付きフェムトノードは、何らかの仕方で
制限された（例えば、関連付けおよび／または登録に関して制限された）フェムトノード
を指し得る。ホームフェムトノードは、アクセス端末がアクセスおよび動作することを承
認されたフェムトノードを指し得る（例えば、定義された１セットの１つ以上のアクセス
端末のために永久的アクセス権が提供される）。ゲストフェムトノードは、アクセス端末
が一時的にアクセスまたは動作することを承認されたフェムトノードを指し得る。エイリ
アンフェムトノードは、アクセス端末が恐らく緊急事態（例えば、９１１電話呼出し）以
外にはアクセスまたは動作することを承認されていないフェムトノードを指し得る。
【０１１１】
　制限付きフェムトノードの観点から、ホームアクセス端末は、制限付きフェムトノード
にアクセスすることを承認されたアクセス端末を指し得る（例えば、このアクセス端末は
フェムトノードへの永久的アクセス権を有する）。ゲストアクセス端末は、（例えば、最
終期限、使用時間、バイト数、接続回数または他の基準（単数または複数）に基づいて制
限された）制限付きフェムトノードへの一時的なアクセス権を有するアクセス端末を指し
得る。エイリアンアクセス端末は、例えば９１１電話呼出しといった恐らく緊急事態以外
の制限付きフェムトノードにアクセスするための許可を有しないアクセス端末（例えば、
制限付きフェムトノードに登録するための資格または許可を有しないアクセス端末）を指
し得る。
【０１１２】
　便宜上ここにおける開示は、フェムトノードに関連して種々の機能を説明している。し
かしながら、より大きなカバレッジ領域に関してピコノードが同じまたは類似の機能を提
供し得ることは認められるべきである。例えばピコノードは制限され得る、ホームピコノ
ードは所定のアクセス端末に関して定義され得る、などである。
【０１１３】
　無線多元接続通信システムは、複数の無線アクセス端末のための通信を同時にサポート
できる。各端末は、順方向および逆方向リンク上での伝送を介して１つ以上のアクセスポ
イントと通信できる。順方向リンク（またはダウンリンク）はアクセスポイントから端末
への通信リンクを指し、逆方向リンク（またはアップリンク）は端末からアクセスポイン
トへの通信リンクを指す。この通信リンクは、１入力１出力システム、多入力多出力シス
テム（「ＭＩＭＯ」）または何か他のタイプのシステムを介して確立され得る。
【０１１４】
　ＭＩＭＯシステムは、データ伝送のために複数（ＮＴ個）の送信アンテナと複数（ＮＲ
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個）の受信アンテナとを使用する。ＮＴ個の送信アンテナとＮＲ個の受信アンテナとによ
って形成されたＭＩＭＯチャネルは、ＮＳ≦ｍｉｎ｛ＮＴ，ＮＲ｝として空間チャネルと
も呼ばれるＮＳ個の独立チャネルに分解され得る。ＮＳ個の独立チャネルの各々は、１つ
の次元に対応する。ＭＩＭＯシステムは、複数の送信および受信アンテナによって作られ
た追加的な次元が利用されるならば、改善された性能（例えば、より高いスループットお
よび／またはより高い信頼性）を備え得る。
【０１１５】
　ＭＩＭＯシステムは、時分割複信（「ＴＤＤ」）と周波数分割複信（「ＦＤＤ」）とを
サポートできる。ＴＤＤシステムでは順方向および逆方向リンクは、相反原理が逆方向リ
ンクチャネルからの順方向リンクチャネルの推定を可能にするように、同じ周波数領域上
に存在する。これは、アクセスポイントにおいて複数のアンテナが利用可能であるとき、
アクセスポイントが順方向リンク上の送信ビームフォーミング利得を抽出することを可能
にする。
【０１１６】
　ここでの教示は、少なくとも１つの他のノードと通信するために種々のコンポーネント
を使用するノード（例えば、デバイス）に組み込まれ得る。図１０は、ノード間の通信を
容易にするために使用され得る幾つかの例示的なコンポーネントを示す。具体的には、図
１０は、ＭＩＭＯシステム１０００の無線デバイス１０１０（例えば、アクセスポイント
）と無線デバイス１０５０（例えば、アクセス端末）とを示している。デバイス１０１０
では多数のデータストリームのためのトラヒックデータが、データ源１０１２から送信（
「ＴＸ」）データプロセッサ１０１４に提供される。
【０１１７】
　ある幾つかの態様では、各データストリームは、それぞれの送信アンテナから送信され
る。ＴＸデータプロセッサ１０１４は、符号化されたデータを提供するために各データス
トリームのために選択された特定の符号化方式に基づいて。各データストリームのための
トラヒックデータをフォーマット化し符号化してインタリーブする。
【０１１８】
　各データストリームのための符号化データは、ＯＦＤＭ技法を使用してパイロットデー
タと共に多重化され得る。パイロットデータは、典型的には周知の仕方で処理される周知
のデータパターンであって、チャネル応答を推定するために受信機システムにおいて使用
され得る。それから各データストリームのための多重化されたパイロットおよび符号化デ
ータは、変調シンボルを提供するために、各データストリームのために選択された特定の
変調方式（例えば、ＢＰＳＫ、ＱＳＰＫ、Ｍ－ＰＳＫ、またはＭ－ＱＡＭ）に基づいて変
調される（すなわちシンボルマッピングされる）。各データストリームのためのデータ転
送速度、符号化および変調は、プロセッサ１０３０によって実行される命令によって決定
され得る。データメモリ１０３２は、プロセッサ１０３０またはデバイス１０１０の他の
コンポーネントによって使用されるプログラムコード、データおよび他の情報を記憶でき
る。
【０１１９】
　それから、すべてのデータストリームのための変調シンボルは、更に（例えば、ＯＦＤ
Ｍに関する）これらの変調シンボルを処理し得るＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ１０２０に提
供される。それからＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ１０２０は、ＮＴ個の変調シンボルストリ
ームをＮＴ個のトランシーバ（「ＸＣＶＲ」）１０２２Ａ～１０２２Ｔに提供する。ある
幾つかの態様では、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ１０２０は、データストリームのシンボル
とシンボルが送信されているアンテナとにビームフォーミング重み付けを印加する。
【０１２０】
　各トランシーバ１０２２は、１つ以上のアナログ信号を提供するためにそれぞれのシン
ボルストリームを受信して処理し、更にＭＩＭＯチャネル上での伝送に適した変調信号を
提供するためにこれらのアナログ信号を調整する（例えば、増幅、フィルタリングおよび
アップコンバートする）。トランシーバ１０２２Ａ～１０２２ＴからのＮＴ個の変調信号
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は、ＮＴ個のアンテナ１０２４Ａ～１０２４Ｔからそれぞれ送信される。
【０１２１】
　デバイス１０５０において、送信された変調信号はＮＲ個のアンテナ１０５２Ａ～１０
５２Ｒによって受信され、各アンテナ１０５２から受信された信号は、それぞれのトラン
シーバ（「ＸＣＶＲ」）１０５４Ａ～１０５４Ｒに提供される。各トランシーバ１０５４
は、それぞれの受信された信号を調整（例えば、フィルタリング、増幅およびダウンコン
バート）し、サンプルを提供するために調整された信号をディジタル化し、そして対応す
る「受信された」シンボルストリームを提供するために、サンプルを更に処理する。
【０１２２】
　それから受信（「ＲＸ」）データプロセッサ１０６０は、ＮＴ個の（「検出された」）
シンボルストリームを提供するために、特定の受信機処理技法に基づいてＮＲ個のトラン
シーバ１０５４からＮＲ個の受信シンボルストリームを受信して処理する。それからＲＸ
データプロセッサ１０６０は、データストリームのためのトラヒックデータを復元するた
めに、各検出されたシンボルストリームを復調し、デインタリーブし、そして復号する。
ＲＸデータプロセッサ１０６０による処理は、デバイス１０１０におけるＴＸ　ＭＩＭＯ
プロセッサ１０２０およびＴＸデータプロセッサ１０１４によって実行される処理に対し
て補完的である。
【０１２３】
　プロセッサ１０７０は、どの事前符号化マトリックスを使用すべきかを定期的に決定す
る（下記に論じられる）。プロセッサ１０７０は、マトリックスインデックス部とランク
値部とを備える逆方向リンクメッセージを明確に表す。データメモリ１０７２は、プログ
ラムコード、データ、およびプロセッサ１０７０またはデバイス１０５０の他のコンポー
ネントによって使用される他の情報を記憶し得る。
【０１２４】
　逆方向リンクメッセージは、通信リンクおよび／または受信データストリームに関する
種々のタイプの情報を備え得る。それから、逆方向リンクメッセージは、変調器１０８０
によって変調され、トランシーバ１０５４Ａ～１０５４Ｒによって調整され、そしてデバ
イス１０１０に返送される、データ源１０３６からの多数のデータストリームのためのト
ラヒックデータも受信するＴＸデータプロセッサ１０３８によって処理される。
【０１２５】
　デバイス１０１０においてデバイス１０５０からの変調信号は、デバイス１０５０によ
って送信された逆方向リンクメッセージを抽出するために、アンテナ１０２４によって受
信され、トランシーバ１０２２によって調整され、復調器（「ＤＥＭＯＤ」）１０４０に
よって復調され、そしてＲＸプロセッサ１０４２によって処理される。それからプロセッ
サ１０３０は、ビームフォーミング重み付けを決定するためにどの事前符号化マトリック
スを使用すべきかを決定し、それから抽出されたメッセージを処理する。
【０１２６】
　図１０は、更に、ここで教示されるように、ページングおよび／または登録制御動作を
実行する１つ以上のコンポーネントを含み得る。例えばページング制御コンポーネント１
０９０は、ここで教示されるようにページングおよび／または登録信号をもう１つのデバ
イス（例えば、デバイス１０５０）に送信する／から受信するためにデバイス１０１０の
プロセッサ１０３０および／または他のコンポーネントと共に協同動作できる。同様にペ
ージング制御コンポーネント１０９２は、ページングおよび／または登録信号をもう１つ
のデバイス（例えば、デバイス１０１０）に送信する／から受信するためにデバイス１０
５０のプロセッサ１０７０および／または他のコンポーネントと共に協同動作できる。各
デバイス１０１０および１０５０に関して、説明されたコンポーネントのうちの２つ以上
のコンポーネントの機能が単一のコンポーネントによって提供され得ることは認められる
べきである。例えば単一の処理コンポーネントは、ページング制御コンポーネント１０９
０とプロセッサ１０３０との機能を備えることができ、また単一の処理コンポーネントは
ページング制御コンポーネント１０９２とプロセッサ１０７０との機能を備えることがで
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きる。
【０１２７】
　本明細書における教示は、種々のタイプの通信システムおよび／またはシステムコンポ
ーネントに組み込まれ得る。ある幾つかの態様では、本明細書における教示は、利用可能
なシステム資源を共用することによって（例えば、帯域幅、送信パワー、符号化、インタ
リーブなどの１つ以上を指定することによって）、複数のユーザとの通信をサポートでき
る多元接続システムにおいて使用され得る。例えばここでの教示は、下記の技術：すなわ
ち符号分割多元接続（「ＣＤＭＡ」）システム、多搬送波ＣＤＭＡ（「ＭＣＣＤＭＡ」）
、広帯域ＣＤＭＡ（「Ｗ－ＣＤＭＡ」）、高速パケットアクセス（「ＨＳＰＡ」、「ＨＳ
ＰＡ＋」）システム、時分割多元接続（「ＴＤＭＡ」）システム、周波数分割多元接続（
「ＦＤＭＡ」）システム、単一搬送波ＦＤＭＡ（「ＳＣ－ＦＤＭＡ」）システム、直交周
波数分割多元接続（「ＯＦＤＭＡ」）システム、または他の多元接続技術のうちの任意の
１つまたは組合せに適用され得る。本明細書における教示を使用する無線通信システムは
、ＩＳ－９５、ｃｄｍａ２０００、ＩＳ－８５６、Ｗ－ＣＤＭＡ、ＴＤＳＣＤＭＡ、およ
び他の規格といった１つ以上の規格を実施するように設計され得る。ＣＤＭＡネットワー
クは、ユニバーサル地上無線接続（「ＵＴＲＡ」）、ｃｄｍａ２０００、または他の技術
といった無線技術を実施できる。ＵＴＲＡは、Ｗ－ＣＤＭＡおよび低チップレート（「Ｌ
ＣＲ」）を含む。ｃｄｍａ２０００技術は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５およびＩＳ－８
５６規格をカバーする。ＴＤＭＡネットワークは、モバイル通信向けグローバルシステム
（「ＧＳＭ」）といった無線技術を実施できる。ＯＦＤＭＡネットワークは、発展ＵＴＲ
Ａ（「Ｅ－ＵＴＲＡ」）、ＩＥＥＥ８０２．１１、ＩＥＥＥ８０２．１６、ＩＥＥＥ８０
２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭＡ（登録商標）などといった無線技術を実施できる。Ｕ
ＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡおよびＧＳＭは、ユニバーサルモバイル電気通信システム（「ＵＭ
ＴＳ」）の一部である。本明細書における教示は、３ＧＰＰ長期発展（「ＬＴＥ」）シス
テム、ウルトラモバイル広帯域（「ＵＭＢ」）システムおよび他のタイプのシステムにお
いて実施されうる。ＬＴＥは、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳのリリースである。本開
示の特定の態様は３ＧＰＰ用語を使用して説明され得るが、ここでの教示が３ＧＰＰ（Ｒ
ｅ１９９、Ｒｅ１５、Ｒｅ１６、Ｒｅ１７）技術ばかりでなく３ＧＰＰ２（ＩｘＲＴＴ、
１ｘＥＶ－ＤＯＲｅ１Ｏ、ＲｅｖＡ、ＲｅｖＢ）技術および他の技術にも適用され得るこ
とは理解されるべきである。
【０１２８】
　ここでの教示は、種々の装置（例えば、ノード）内に組み込まれ（例えば、装置内で実
施され、装置によって実行され）得る。ある幾つかの態様では、ここでの教示にしたがっ
て実施されるノード（例えば、無線ノード）は、アクセスポイントまたはアクセス端末を
備え得る。
【０１２９】
　例えばアクセス端末は、ユーザ装置、加入者局、加入者ユニット、移動局、移動体、移
動ノード、遠隔局、遠隔端末、ユーザ端末、ユーザエージェント、ユーザデバイスまたは
何か他の用語を備え得るか、これらとして実施され得るか、あるいはこれらとして知られ
得る。ある幾つかの実施形態ではアクセス端末は、携帯電話、コードレス電話、セッショ
ン開始プロトコル（「ＳＩＰ」）電話、無線ローカルループ（「ＷＬＬ」）局、携帯情報
端末（「ＰＤＡ」）、無線接続機能を有するハンドヘルドデバイス、または無線モデムに
接続される何か他の適当な処理デバイスを備え得る。したがってここで教示された１つ以
上の態様は、電話（例えば、携帯電話またはスマートフォン）、コンピュータ（例えば、
ラップトップ）、携帯型通信デバイス、携帯型コンピューティングデバイス（例えば、パ
ーソナルデータアシスタント）、エンターテインメントデバイス（例えば、ミュージック
デバイス、ビデオデバイス、または衛星無線）、ＧＰＳ（全地球測位システム）デバイス
、または無線的手段を介して通信するように構成された任意の適当なデバイスに組み込ま
れ得る。
【０１３０】
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　アクセスポイントは、ノードＢ、ｅノードＢ、無線ネットワークコントローラ（「ＲＮ
Ｃ」）、基地局（「ＢＳ」）、無線基地局（「ＲＢＳ」）、基地局コントローラ（「ＢＳ
Ｃ」）、基地トランシーバ局（「ＢＴＳ」）、トランシーバ機能（「ＴＦ」）、無線トラ
ンシーバ、無線ルータ、基本サービスセット（「ＢＳＳ」）、拡張サービスセット（「Ｅ
ＳＳ」）、または何か他の同様な用語を備え得るか、これらとして実施され得るか、また
は、これらとして知られ得る。
【０１３１】
　ある幾つかの態様ではノード（例えば、アクセスポイント）は、通信システムのための
アクセスノードを備え得る。このようなアクセスノードは、例えばネットワーク（例えば
、インターネットまたはセルラーネットワークといった広域ネットワーク）への有線また
は無線通信リンクを介したこのネットワークのための、またはこのネットワークへの接続
性を提供できる。したがってアクセスノードは、もう１つのノード（例えば、アクセス端
末）がネットワークまたは何か他の機能にアクセスすることを可能にし得る。更に、これ
らのノードの一方または両方が携帯可能であり得る、または、ある場合には比較的非携帯
可能であり得ることは認められるべきである。
【０１３２】
　更に、無線ノードが非無線的方法で（例えば、有線接続を介して）情報を送信および／
または受信でき得ることは認められるべきである。このように、ここで論じられた受信機
および送信機は、非無線的手段を介して通信するために適当な通信インタフェースコンポ
ーネント（例えば、電気または光インタフェースコンポーネント）を含み得る。
【０１３３】
　無線ノードは、何らかの適当な無線通信技術に基づくか、そうでなければこの技術をサ
ポートする１つ以上の無線通信リンクを介して通信できる。例えばある幾つかの態様では
、無線ノードは、ネットワークに関連し得る。ある幾つかの態様では、このネットワーク
は、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）またはワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）
を備え得る。無線デバイスは、種々の無線通信技術、プロトコルまたは規格、例えばここ
で論じられたようなもの（例えば、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＯＦＤＭ、ＯＦＤＭＡ、ＷｉＭ
ＡＸ、Ｗｉ－Ｆｉ、など）のうちの１つ以上をサポートできる、そうでなければ使用でき
る。同様に無線ノードは、種々の対応する変調または多重化方式の１つ以上をサポートで
きる、そうでなければ使用できる。したがって無線ノードは、上記または他の無線通信技
術を使用して１つ以上の無線通信リンクを確立するための、あるいは無線通信リンクを介
して通信するための適当なコンポーネント（例えば、無線インタフェース）を含み得る。
例えば無線ノードは、無線手段での通信を容易にする種々のコンポーネント（例えば、信
号発生器および信号プロセッサ）を含み得る関連送信機および受信機コンポーネントを有
する無線トランシーバを備え得る。
【０１３４】
　ここで説明されたコンポーネントは、種々の仕方で実施され得る。図１１～１６を参照
すると、装置１１００、１２００、１３００、１４００、１５００および１６００は、相
互に関連する一連の機能ブロックとして表されている。ある幾つかの態様では、これらの
ブロックの機能は、１つ以上のプロセッサコンポーネントを含む処理システムとして実施
され得る。ある幾つかの態様では、これらのブロックの機能は、例えば１つ以上の集積回
路（例えば、ＡＳＩＣ）の少なくとも一部を使用して実施され得る。ここで論じられたよ
うに集積回路は、プロセッサ、ソフトウエア、他の関連コンポーネント、またはこれらの
何らかの組合せを含み得る。これらのブロックの機能は、更に、ここで教示されたように
他の何らかの方法でも実施され得る。ある幾つかの態様では、図１１～１６の破線のブロ
ックの１つ以上は任意選択的である。
【０１３５】
　装置１１００、１２００、１３００、１４００、１５００および１６００は、種々の図
に関連して前に説明された機能の１つ以上を実行し得る１つ以上のモジュールを含み得る
。例えば登録手段１１０２は、例えばここで論じられた登録コントローラに対応し得る。
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受信手段１１０４は、例えばここで論じられた受信機に対応し得る。ノード識別手段１１
０６は、例えばここで論じられたノード識別子に対応し得る。識別子決定手段１１０８は
、例えばここで論じられた識別子決定子に対応し得る。提示ページングセット定義／生成
手段１１１０は、例えばここで論じられたリストジェネレータに対応し得る。提供手段１
１１２は、例えばここで論じられた送信機に対応し得る。登録要求受信手段１２０２は、
例えばここで論じられた登録コントローラに対応し得る。リスト提供手段１２０４は、例
えばここで論じられたリストジェネレータに対応し得る。ページング要求送信手段１２０
６は、例えばここで論じられたページングコントローラに対応し得る。移動度決定手段１
２０８は、例えばここで論じられたリストジェネレータに対応し得る。提示ページングセ
ット受信手段１２１０は、例えばここで論じられたページングコントローラに対応し得る
。リスト決定手段１３０２は、例えばここで論じられたリストジェネレータに対応し得る
。リスト提供手段１３０４は、例えばここで論じられた登録コントローラに対応し得る。
情報受信手段１３０６は、例えばここで論じられたリストジェネレータに対応し得る。ノ
ード識別手段１３０８は、例えばここで論じられたリストジェネレータに対応し得る。リ
スト受信手段１３１０は、例えばここで論じられた登録コントローラに対応し得る。識別
子決定手段１３１２は、例えばここで論じられたノード識別子に対応し得る。指示受信手
段１３１４は、例えばここで論じられた受信機に対応し得る。登録要求受信手段１４０２
は、例えばここで論じられた登録コントローラに対応し得る。ノード識別手段１４０４は
、例えばここで論じられたリストジェネレータに対応し得る。ページング要求送信手段１
４０６は、例えばここで論じられたページングコントローラに対応し得る。移動度決定手
段１４０８は、例えばここで論じられたリストジェネレータに対応し得る。ノード情報受
信手段１５０２は、例えばここで論じられた受信機に対応し得る。リスト決定手段１５０
４は、例えばここで論じられたリストジェネレータに対応し得る。リスト提供手段１５０
６は、例えばここで論じられた登録コントローラに対応し得る。ノード識別手段１５０８
は、例えばここで論じられたノード識別子に対応し得る。リスト受信手段１５１０は、例
えばここで論じられた登録コントローラに対応し得る。識別子決定手段１５１２は、例え
ばここで論じられたノード識別子に対応し得る。登録決定手段１５１４は、例えばここで
論じられた登録コントローラに対応し得る。指示受信手段１５１６は、例えばここで論じ
られた受信機に対応し得る。識別子タイプ決定手段１６０２は、例えばここで論じられた
識別子決定子に対応し得る。登録指示通知手段１６０４は、例えばここで論じられた送信
機に対応し得る。近隣者リスト通知手段１６０６は、例えばここで論じられた送信機に対
応し得る。ページング手段１６０８は、例えばここで論じられたページングコントローラ
に対応し得る。
【０１３６】
　ここで「第１の」、「第２の」などといった指定を使用するある要素への如何なる参照
もこれらの要素の数量または順序を一般に限定しないことは理解されるべきである。むし
ろこれらの指定は、ここでは、ある要素の２つ以上の要素または事例を区別する便利な方
法として使用され得る。したがって、第１および第２の要素への参照は、単に２つの要素
がそこで使用され得ること、または第１の要素がある仕方で第２の要素に先行しなくては
ならないことを意味しない。更に、そうでないと言われなければ、１セットの要素は１つ
以上の要素を備え得る。更に、本説明または請求項で使用される「Ａ、ＢまたはＣの少な
くとも１つ」という形の用語は、「ＡまたはＢまたはＣまたはこれらの要素の任意の組合
せ」を意味する。
【０１３７】
　当業者は、情報および信号が種々の異なる技術および技法の任意のものを使用して表さ
れ得ることを理解するであろう。例えば上記の説明を通して参照され得るデータ、命令、
コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁界
または磁気粒子、光フィールドまたは光粒子、またはこれらの任意の組合せによって表さ
れ得る。
【０１３８】
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　当業者は、更に、ここで開示された態様に関連して説明された種々の例示的な論理ブロ
ック、モジュール、プロセッサ、手段、回路およびアルゴリズムステップの如何なるもの
も、電子ハードウエア（例えば、ソース符号化または何か他の技法を使用して設計され得
るディジタル実施、アナログ実施、またはこれら２つの組合せ）、命令を組み入れた種々
の形のプログラムまたはデザインコード（便宜上ここでは「ソフトウエア」または「ソフ
トウエアモジュール」と呼ばれ得る）、または両者の組合せとして実施され得る。ハード
ウエアおよびソフトウエアの交換可能性を明確に説明するために、種々の例示的なコンポ
ーネント、ブロック、モジュール、回路、およびステップは、一般にこれらの機能の観点
から上記に説明されてきた。このような機能がハードウエアまたはソフトウエアとして実
施されるかどうかは、システム全体に課せられる特定のアプリケーションおよび設計的制
約に依存する。当業者は、各特定のアプリケーションのために説明された機能を種々の仕
方で実施し得るが、このような実施の決定は、本開示の範囲からの逸脱を引き起こすもの
と解釈されるべきではない。
【０１３９】
　ここで開示された態様に関連して説明された種々の例示的な論理ブロック、モジュール
、および回路は、集積回路（「ＩＣ」）、アクセス端末またはアクセスポイント、内で実
施され得る、または、によって実行され得る。ＩＣは、汎用プロセッサ、ディジタル信号
プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブル
ゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプログラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはト
ランジスタ論理、個別ハードウエアコンポーネント、電気コンポーネント、光コンポーネ
ント、機械コンポーネント、またはここで説明された機能を実施するように設計されたこ
れらの任意の組合せを備えることができ、またＩＣの中、ＩＣの外、またはその両方に常
駐するコードまたは命令を実行できる。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサであり得
るが、代替としてプロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコン
トローラまたは状態機械であり得る。プロセッサは、更に、コンピューティングデバイス
の組合せ、例えばＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、
ＤＳＰコアと関連する１つ以上のマイクロプロセッサ、または他の任意のこのような構成
として実施され得る。
【０１４０】
　如何なる開示されたプロセスにおけるステップの如何なる特定の順序または階層も例示
的なアプローチの一例であることは理解される。設計の好みに基づいて、これらのプロセ
スにおけるステップの特定の順序または階層が本開示の範囲内に留まりながら再配置され
得ることは理解される。添付の方法請求項は、例示的な順序で種々のステップの要素を提
示しており、また提示された特定の順序または階層に限定されることを意味しない。
【０１４１】
　説明された機能は、ハードウエア、ソフトウエアまたはこれらの任意の組合せにおいて
実施され得る。ソフトウエアで実施される場合、これらの機能は、１つ以上の命令または
コードとしてコンピュータ可読媒体に記憶され、またはコンピュータ可読媒体上で伝達さ
れ得る。コンピュータ可読媒体は、コンピュータ記憶媒体と、１つの場所からもう１つの
場所へのコンピュータプログラムの転送を容易にする任意の媒体を含む通信媒体と、の両
者を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスされ得る利用可能な如何なる媒体
でもあり得る。限定ではなく例として、このようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、Ｒ
ＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装
置または他の磁気記憶デバイス、または命令またはデータ構造の形をした所望のプログラ
ムコードを運ぶまたは記憶するために使用されることができ、コンピュータによってアク
セスされ得る他の任意の媒体を備え得る。更に、任意の接続手段も適切にコンピュータ可
読媒体と呼ばれる。例えばソフトウエアが同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイスト
ペア、ディジタル加入者線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線およびマイクロ波といった無
線技術、を使用してウェブサイト、サーバまたは他の遠隔情報源から送信されるのであれ
ば、これらの同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線
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、無線およびマイクロ波といった無線技術、は媒体の定義に含まれる。ここで使用される
ディスク（ｄｉｓｋ）およびディスク（ｄｉｓｃ）は、コンパクトディスク（ＣＤ）、レ
ーザーディスク（登録商標）、光ディスク、ディジタルバーサタイルディスク（ＤＶＤ）
、フロッピー（登録商標）ディスク、およびブルーレイディスクを含み、ディスク（ｄｉ
ｓｋ）は通常データを磁気的に再生するのに対してディスク（ｄｉｓｃ）はデータをレー
ザーで光学的に再生する。上記の組合せもさらにコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれ
るべきである。要するに、コンピュータ可読媒体が如何なる適当なコンピュータプログラ
ム製品においても実施され得ることは認められるべきである。
【０１４２】
　上記の観点から、ある幾つかの態様では、第１の通信方法は、第１のノードにおける登
録のために第１のタイプの識別子または第２のタイプの識別子を使用すべきかどうかを決
定することと；第１のノードにおける登録に関する指示を通知することとを備え、指示は
、第１のタイプの識別子ではなく第２のタイプの識別子が登録のために使用されるべきで
あることを意味する。更に、ある幾つかの態様では、下記のこと：すなわち、第１のタイ
プの識別子は、ゾーン、加入者グループまたは位置に関連することと；第２のタイプの識
別子は、第１のノードを一意に識別するか、セル識別子であるか、第１のノードを含む１
セットのノードに関する共用識別子であることと；共用識別子は、加入者グループである
ことと；指示は、第１のタイプの識別子または第２のタイプの識別子に関して定義された
値にセットされることと；第１のタイプの識別子は、ある位置と第２のノードの前の登録
に関連するもう１つの位置との間の距離に基づいて、第２のノードによって第１のノード
における登録をトリガーするために使用される位置に対応し、またこの指示は、距離ベー
スの登録が使用不能であることを示すこと；決定は、構成マネージャからの構成情報を受
信することを備えることと；決定は、第１のノードのノードタイプに基づくことと；第１
のノードは、フェムトノードまたはピコノードを備えることと；本方法は、少なくとも１
つの近隣のフェムトノードまたはピコノードのリストを通知することを更に備えることと
；本方法は、少なくとも１つの近隣のマクロノードのリストを通知することを更に備える
ことと；第１のノードは、少なくとも１つのノードに関して信号伝達、データアクセス、
登録およびページングからなるグループの少なくとも１つを提供しないように制限される
ことと；本方法は、第２のノードが提示ページングセット内に第１のノードの識別子を含
んだとして、第１のノードにおけるページングを管理する少なくとも１つの移動度マネー
ジャにこの提示ページングセットを提供したのであれば、第２のノードをページングする
ことを更に備えることと；指示は、第２のノードが第１のノードによってページングされ
ることを要求しなければ第１のノードが第２のノードをページングしないであろうことを
更に意味することと；決定は、第１のノードがノードのページングセットの一部であるか
どうかを決定することを備えることと；指示は、第１のノードが第２のノードをページン
グするように近隣ノードを誘導しないであろうことを更に意味することと；決定は、第１
のノードがノードのページングセットの一部であるかどうかを決定することを備えること
と；のうちの少なくとも１つは第１の通信方法に当てはまり得る。
【０１４３】
　ある幾つかの態様では、第２の通信方法は、第１のノードにおいて登録することと；第
２のノードをページングするであろうノードの識別子を備えるリストをこの登録の結果と
して第２のノードにおいて受信することと；を備え、識別子は、少なくとも１つの第１の
タイプの識別子と少なくとも１つの第２のタイプの識別子とを備える。更にある幾つかの
態様では、下記のこと：すなわち、第１のタイプの識別子は、個別ノードの識別子、セル
識別子または加入者グループの識別子を備えることと；第２のタイプの識別子は、ゾーン
、追跡領域、加入者グループまたは位置に関連するここと；本方法は、第３のノードを識
別することと、第３のノードに関する第１のタイプの識別子がリスト上にあるかどうか、
また第３のノードに関する第２のタイプの識別子がリスト上にあるかどうかを決定するこ
とと、この決定に基づいて第３のノードにおいて登録すべきかどうかを決定することとを
更に備えることと；第３のノードに関する第１のタイプの識別子は、第３のノードを一意
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に識別するか、または第３のノードを含む加入者グループに関連すること、および、第３
のノードに関する第２のタイプの識別子は、第３のノードを含むゾーンまたは第３のノー
ドを含む加入者グループまたは第３のノードの位置に関連することと；決定することは、
第３のノードに関する第１のタイプの識別子がリスト上にあれば、あるいは、第３のノー
ドに関する第２のタイプの識別子がリスト上にあれば、第３のノードにおいて登録しない
ように選択することを備えることと；第３のノードの識別は、第２のノードが第３のノー
ドにおいてアイドル状態にあることを決定することを備えることと；本方法は、第３のノ
ードにおける登録に関する指示を受信することを更に備え、指示は、第２のタイプの識別
子ではなく第１のタイプの識別子が登録のために使用されるべきであることを意味するこ
とと；第１のタイプの識別子は、セル識別子または加入者グループを備え、第２のタイプ
の識別子は、ゾーン、追跡領域または位置に関連することと；本方法は、受信された指示
に応じて第１のタイプのもう１つの識別子を備える提示ページングセットを定義すること
と、第３のノードにおけるページングを管理する移動度マネージャにこの提示ページング
セットを提供することとを更に備えることと；本方法は、第１のタイプの少なくとも１つ
の識別子を備える提示ページングセットを第２のノードにおいて生成することを更に備え
ることと；リストは、提示ページングセットからの少なくとも１つの識別子を備えること
と；第１のノードは、フェムトノードまたはピコノードを備えることと；第１のノードは
、少なくとも１つのノードに関して信号伝達、データアクセス、登録およびページングか
らなるグループの少なくとも１つを提供しないように制限されることと；のうちの少なく
とも１つは第２の通信方法に当てはまり得る。
【０１４４】
　ある幾つかの態様では、第３の通信方法は、第１のノードから登録要求を受信すること
と；この登録要求に応じて、第１のノードをページングするであろうノードの識別子を備
えるリストを提供することと；を備え、識別子は、少なくとも１つの第１のタイプの識別
子と少なくとも１つの第２のタイプの識別子とを備える。更にある幾つかの態様では、下
記のこと：すなわち、第１のタイプの識別子は、個別ノードの識別子、セル識別子または
加入者グループの識別子を備えることと；第２のタイプの識別子は、ゾーン、加入者グル
ープまたは位置に関連することと；本方法は、少なくとも１つの第１のタイプの識別子と
少なくとも１つの第２のタイプの識別子とによって識別された各ノードにページング要求
を送信することを更に備えることと；リストを提供することは、第１のノードの位置に基
づいてこのリストに関する少なくとも１つのノードを識別することを備えることと；リス
トを提供することは、第１のノードの移動度に基づいてこのリストに関する少なくとも１
つのノードを識別することを備えることと；第１のノードに関するページング領域のサイ
ズは、第１のノードの移動度に基づくことと；本方法は、第１のノードから移動度情報を
受信することによって第１のノードの移動度を決定することを更に備えることと；リスト
を提供することは、第１のノードが前に接続を確立した場所に基づいてこのリストに関す
る少なくとも１つのノードを識別することを備えることと；リストを提供することは、第
１のノードが登録した第２のノードの少なくとも１つの近隣者を識別することを備えるこ
とと；リストを提供することは、日時に基づいてこのリストに関する少なくとも１つのノ
ードを識別することを備えることと；リストを提供することは、第１のノードに関連する
アプリケーションに基づいてこのリストに関する少なくとも１つのノードを識別すること
を備えることと；リストを提供することは、第１のノードがどれほど頻繁にページングさ
れるかに基づいてこのリストに関する少なくとも１つのノードを識別することを備えるこ
とと；第１のノードに関するページング領域のサイズは、第１のノードがどれほど頻繁に
ページングされるかに逆に関連することと；リストを提供することは、第１のノードがペ
ージングされる周波数帯域に基づいてこのリストに関する少なくとも１つのノードを識別
することを備えることと；リストを提供することは、少なくとも１つの他のノードと第１
のノードの関連性に基づいてこのリストに関する少なくとも１つのノードを識別すること
を備えることと；第１のノードがマクロノードにおいて登録される場合、リストを提供す
ることは、アンダーレイネットワークからの如何なるノードもこのリストから排除するこ
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とを備えることと；第１のノードがフェムトノードまたはピコノードにおいて登録される
場合、リストを提供することは、このフェムトノードまたはピコノードの近隣者ではない
如何なるマクロノードもこのリストから排除することを備えることと；本方法は、登録要
求と共に第１のノードから提示ページングセットを受信することを更に備え、リストを提
供することは、提示ページングセットに基づいてリストを定義することを備えることと；
提示ページングセットは、第１のタイプの識別子および／または第２のタイプの識別子を
備えることと；第１のタイプの識別子は、セル識別子または加入者グループを備えること
と；第２のタイプの識別子は、ゾーン、加入者グループまたは位置に関連することと；こ
のリストは、提示ページングセットのサブセットを備えることと；第１のタイプの識別子
は、フェムトノードまたはピコノードを識別することと；第１のタイプの識別子は、少な
くとも１つのノードに関して信号伝達、データアクセス、登録およびページングからなる
グループの少なくとも１つを提供しないように制限されたノードを識別することと；リス
トを提供することは、単一ゾーンのノードにこのリストを制限することを備えることと；
のうちの少なくとも１つは第３の通信方法に当てはまり得る。
【０１４５】
　ある幾つかの態様では、第４の通信方法は、第１のノードから登録要求を受信すること
と；この登録要求に応じて、個別ノードの少なくとも１つの第１のタイプの識別子を備え
るリストを提供することと；を備える。更にある幾つかの態様では、下記のこと：すなわ
ち、第１のタイプの識別子は、セル識別子を備えることと；このリストは、複数のノード
の少なくとも１つの第２のタイプの識別子を更に備えることと；第２のタイプの識別子は
、ゾーン、加入者グループまたは位置に関連することと；本方法は、少なくとも１つの第
１のタイプの識別子と少なくとも１つの第２のタイプの識別子とによって識別された各ノ
ードにページング要求を送信することを更に備えることと；リストを提供することは、第
１のノードの位置に基づいてこのリストに関する少なくとも１つのノードを識別すること
を備えることと；リストを提供することは、第１のノードの移動度に基づいてこのリスト
に関する少なくとも１つのノードを識別することを備えることと；第１のノードに関する
ページング領域のサイズは、第１のノードの移動度に基づくことと；本方法は、第１のノ
ードから移動度情報を受信することによって第１のノードの移動度を決定することを更に
備えることと；リストを提供することは、第１のノードが前に接続を確立した場所に基づ
いてこのリストに関する少なくとも１つのノードを識別することを備えることと；リスト
を提供することは、第１のノードが登録した第２のノードの少なくとも１つの近隣者を識
別することを備えることと；リストを提供することは、日時に基づいてこのリストに関す
る少なくとも１つのノードを識別することを備えることと；リストを提供することは、第
１のノードに関連するアプリケーションに基づいてこのリストに関する少なくとも１つの
ノードを識別することを備えることと；リストを提供することは、第１のノードがどれほ
ど頻繁にページングされるかに基づいてこのリストに関する少なくとも１つのノードを識
別することを備えることと；第１のノードに関するページング領域のサイズは、第１のノ
ードがどれほど頻繁にページングされるかに逆に関連することと；リストを提供すること
は、第１のノードがページングされる周波数帯域に基づいてこのリストに関する少なくと
も１つのノードを識別することを備えることと；リストを提供することは、少なくとも１
つの他のノードと第１のノードの関連性に基づいてこのリストに関する少なくとも１つの
ノードを識別することを備えることと；第１のノードがマクロノードにおいて登録される
場合、リストを提供することは、アンダーレイネットワークからの如何なるノードもこの
リストから排除することを備えることと；第１のノードがフェムトノードまたはピコノー
ドにおいて登録される場合、リストを提供することは、このフェムトノードまたはピコノ
ードの近隣者ではない如何なるマクロノードもこのリストから排除することを備えること
と；本方法は、登録要求と共に第１のノードから提示ページングセットを受信することを
更に備え、リストを提供することは、提示ページングセットに基づいてリストを定義する
ことと；提示ページングセットは、第１のタイプの識別子および／または第２のタイプの
識別子を備えることと；第１のタイプの識別子は、セル識別子を備えることと；第２のタ
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イプの識別子は、ゾーン、加入者グループまたは位置に関連することと；このリストは、
提示ページングセットのサブセットを備えることと；個別ノードは、フェムトノードまた
はピコノードを備えることと；個別ノードは、少なくとも１つのノードに関して信号伝達
、データアクセス、登録およびページングからなるグループの少なくとも１つを提供しな
いように制限されることと；リストを提供することは、単一ゾーンのノードにこのリスト
を制限することを備えることと；のうちの少なくとも１つは第４の通信方法に当てはまり
得る。
【０１４６】
　ある幾つかの態様では、第５の通信方法は、第１のノードがページングされることを望
んでいるノードの識別子を備えるリストを決定することと、第１のノードを登録すること
に関連してこのリストを提供することと、を備え、識別子は、少なくとも１つの第１のタ
イプの識別子と少なくとも１つの第２のタイプの識別子とを備える。更にある幾つかの態
様では、下記のこと：すなわち、第１のタイプの識別子は、個別ノードの識別子、セル識
別子または加入者グループの識別子を備えることと；第２のタイプの識別子は、ゾーン、
加入者グループまたは位置に関連することと；本方法は、少なくとも１つの近隣ノードを
識別する情報を受信することを更に備え、リストの決定は、識別された少なくとも１つの
近隣ノードに基づくことと；この情報は、第１のノードに関するページングを管理する移
動度マネージャから受信されることと；本方法は、受信された無線周波信号に基づいて少
なくとも１つの近隣ノードを識別することを更に備え、リストの決定は、識別された少な
くとも１つの近隣ノードに基づくことと；リストの決定は、第１のノードの位置に基づい
てこのリストに関する少なくとも１つのノードを識別することを備えることと；リストの
決定は、第１のノードが前に接続を確立した少なくとも１つのノードを識別することを備
えることと；リストの決定は、日時に基づいてこのリストに関する少なくとも１つのノー
ドを識別することを備えることと；リストの決定は、第１のノードに関連するアプリケー
ションに基づいてこのリストに関する少なくとも１つのノードを識別することを備えるこ
とと；リストの決定は、第１のノードがどれほど頻繁にページングされるかに基づいてこ
のリストに関する少なくとも１つのノードを識別することを備えることと；リストの決定
は、第１のノードがページングされる周波数帯域に基づいてこのリストに関する少なくと
も１つのノードを識別することを備えることと；リストの決定は、第１のノードに関連す
る少なくとも１つのノードを識別することを備えることと；リストの決定は、第１のノー
ドがホームマクロノードに近ければ、ホームフェムトノードの識別子をこのリストに加え
ることを備えることと；リストの決定は、第１のノードがホームフェムトノードから無線
周波信号を受信すれば、ホームフェムトノードの識別子をこのリストに加えることを備え
ることと；リストは、単一ゾーンからのノードを含むのみに制限されることと；リストは
、第１のノードに関するページングを管理する移動度マネージャに提供されることと；本
方法は、登録の結果として第１のタイプの識別子および／または第２のタイプの識別子を
備えるもう１つのリストを受信することを更に備えることと；本方法は、第２のノードを
識別することと、第２のノードに関する第１のタイプの識別子がもう１つのリスト上にあ
るかどうか、また第２のノードに関する第２のタイプの識別子がこのもう１つのリスト上
にあるかどうか、を決定することと、この決定に基づいて第２のノードにおいて登録すべ
きかどうかを決定することとを更に備えることと；第２のノードに関する第１のタイプの
識別子は、第２のノードを一意に識別するか、または第２のノードを含む加入者グループ
に関連すること、および第２のノードに関する第２のタイプの識別子は、第２のノードを
含むゾーンまたは第２のノードを含む加入者グループまたは第２のノードの位置に関連す
ることと；本方法は、第２のノードにおける登録に関連する指示を受信することを更に備
え、指示は、第２のタイプの識別子ではなく第１のタイプの識別子が登録のために使用さ
れるべきであることを意味することと；第１のタイプの識別子は、セル識別子または加入
者グループを備え、第２のタイプの識別子は、ゾーンまたは加入者グループまたは位置に
関連することと；指示は、第１のノードが第２のノードによってページングされることを
要求しなければ、第２のノードが第１のノードをページングしないであろうことを更に意
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味することと；指示は、第１のノードをページングするように第２のノードが近隣ノード
を誘導しないであろうことを更に意味することと；第１のタイプの識別子は、フェムトノ
ードまたはピコノードを識別することと；第１のタイプの識別子は、少なくとも１つのノ
ードに関して信号伝達、データアクセス、登録およびページングからなるグループの少な
くとも１つを提供しないように制限されたノードを識別することと；のうちの少なくとも
１つは第５の通信方法に当てはまり得る。
【０１４７】
　ある幾つかの態様では、第６の通信方法は、第１のノードから登録要求を受信すること
と；第１のノードがページングされることを望んでいるノードの識別子を備えるリストを
この登録要求と共に受信することと；このリストに基づいて１セットのノードを識別する
ことと；第１のノードをページングするための少なくとも１つの要求をこの１セットのノ
ードに送信することと；を備え、識別子は、少なくとも１つの第１のタイプの識別子と少
なくとも１つの第２のタイプの識別子とを備える。更にある幾つかの態様では、下記のこ
と：すなわち、第１のタイプの識別子は、個別ノードの識別子、セル識別子または加入者
グループの識別子を備えることと；第２のタイプの識別子は、ゾーン、加入者グループま
たは位置に関連することと；登録要求は、リストを含むことと；本方法は、第１のノード
をページングするための少なくとも１つのノードを識別するページングセットを決定する
ことを備え、１セットのノードの識別は、更にページングセットに基づくことと；このペ
ージングセットは、少なくとも１つの他の第１のタイプの識別子および／または少なくと
も１つの他の第２のタイプの識別子を備えることと；第１のタイプの識別子は、個別ノー
ドの識別子、セル識別子または加入者グループの識別子を備え、第２のタイプの識別子は
、ゾーン、加入者グループまたは位置に関連することと；ページングセットの決定は、リ
ストからページングセットを取得することを備えることと；ページングセットの決定は、
第１のノードが登録したノードに基づいてこのページングセットに関する少なくとも１つ
のノードを識別することを備えることと；ページングセットの決定は、第１のノードの位
置に基づいてこのページングセットに関する少なくとも１つのノードを識別することを備
えることと；ページングセットの決定は、第１のノードの移動度に基づいてこのページン
グセットに関する少なくとも１つのノードを識別することを備えることと；第１のノード
に関するページング領域のサイズは、第１のノードの移動度に基づくことと；本方法は、
第１のノードから移動度情報を受信することによって第１のノードの移動度を決定するこ
とを更に備えることと；ページングセットの決定は、第１のノードが前に接続を確立した
場所に基づいてこのページングセットに関する少なくとも１つのノードを識別することを
備えることと；ページングセットの決定は、第１のノードが登録した第２のノードの少な
くとも１つの近隣者を識別することを備えることと；ページングセットの決定は、日時に
基づいてこのページングセットに関する少なくとも１つのノードを識別することを備える
ことと；ページングセットの決定は、第１のノードに関連するアプリケーションに基づい
てこのページングセットに関する少なくとも１つのノードを識別することを備えることと
；ページングセットの決定は、第１のノードがどれほど頻繁にページングされるかに基づ
いてこのページングセットに関する少なくとも１つのノードを識別することを備えること
と；第１のノードに関するページング領域のサイズは、第１のノードがどれほど頻繁にペ
ージングされるかに逆に関連することと；ページングセットの決定は、第１のノードがペ
ージングされる周波数帯域に基づいてこのページングセットに関する少なくとも１つのノ
ードを識別することを備えることと；ページングセットの決定は、少なくとも１つの他の
ノードと第１のノードの関連性に基づいてこのページングセットに関する少なくとも１つ
のノードを識別することを備えることと；第１のノードがマクロノードにおいて登録され
る場合、ページングセットの決定は、アンダーレイネットワークからの如何なるノードも
ページングセットから排除することを備えることと；第１のノードがフェムトノードまた
はピコノードにおいて登録される場合、ページングセットの決定は、フェムトノードまた
はピコノードの近隣者ではない如何なるマクロノードもページングセットから排除するこ
とを備えることと；１セットのノードは、リストによって識別された何らかのノードの少
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なくとも一部を含むことと；本方法は、１セットのノードに基づいてもう１つのリストを
生成することと、登録に応じてこのもう１つのリストを第１のノードに送信することとを
更に備えることと；第１のタイプの識別子は、フェムトノードまたはピコノードを識別す
ることと；第１のタイプの識別子は、少なくとの１つのノードに関して信号伝達、データ
アクセス、登録およびページングからなるグループの少なくとも１つを提供しないように
制限されたノードを識別することと；のうちの少なくとも１つは第６の通信方法に当ては
まり得る。
【０１４８】
　ある幾つかの態様では、第７の通信方法は、第１のノードにおいて第２のノードの少な
くとも１つの近隣ノードを識別する情報を受信することと、この受信された情報に基づい
て第１のノードがページングされることを望んでいる少なくとも１つのノードを識別する
リストを決定することと、第１のノードを登録することに関連してこのリストを提供する
ことと、を備える。更にある幾つかの態様では、下記のこと：すなわち、リストは、少な
くとも１つの第１のタイプの識別子と少なくとも１つの第２のタイプの識別子とを備える
ことと；第１のタイプの識別子は、個別ノードの識別子、セル識別子または加入者グルー
プの識別子を備えることと；第２のタイプの識別子は、ゾーン、加入者グループまたは位
置に関連することと；情報は、第２のノードから受信されることと；情報は、第１のノー
ドに関するページングを管理する移動度マネージャから受信されることと；本方法は、受
信された無線周波信号に基づいてこの少なくとも１つの他の近隣ノードを識別することを
備え、リストの決定は、識別された少なくとも１つの他の近隣ノードに更に基づくことと
；リストの決定は、第１のノードの位置に基づいてこのリストに関する少なくとも１つの
ノードを識別することを備えることと；リストの決定は、第１のノードが前に接続を確立
した少なくとも１つのノードを識別することを備えることと；リストの決定は、日時に基
づいてこのリストに関する少なくとも１つのノードを識別することを備えることと；リス
トの決定は、第１のノードに関連するアプリケーションに基づいてこのリストに関する少
なくとも１つのノードを識別することを備えることと；リストの決定は、第１のノードが
どれほど頻繁にページングされるかに基づいてこのリストに関する少なくとも１つのノー
ドを識別することを備えることと；リストの決定は、第１のノードがページングされる周
波数帯域に基づいてこのリストに関する少なくとも１つのノードを識別することを備える
ことと；リストの決定は、第１のノードに関連する少なくとも１つのノードを識別するこ
とを備えることと；リストの決定は、第１のノードがホームマクロノードに近ければ、ホ
ームフェムトノードの識別子をこのリストに加えることを備えることと；リストの決定は
、第１のノードがホームフェムトノードから無線周波信号を受信すれば、ホームフェムト
ノードの識別子をこのリストに加えることを備えることと；リストは、第１のノードに関
するページングを管理する移動度マネージャに提供されることと；本方法は、登録の結果
として第１のタイプの識別子および／または第２のタイプの識別子を備えるもう１つのリ
ストを受信することを備えることと；本方法は、第３のノードを識別することと、第３の
ノードに関する第１のタイプの識別子がもう１つのリスト上にあるかどうか、また第３の
ノードに関する第２のタイプの識別子がこのもう１つのリスト上にあるかどうかを決定す
ることと、この決定に基づいて第３のノードにおいて登録すべきかどうかを決定すること
と、を更に備えることと；第３のノードに関する第１のタイプの識別子は、第３のノード
を一意に識別するか、第３のノードを含む加入者グループに関連すること、そして第３の
ノードに関する第２のタイプの識別子は、第３のノードを含むゾーン、第３のノードを含
む加入者グループまたは第３のノードの位置に関連することと；本方法は、
第３のノードにおける登録に関する指示を受信することを更に備え、指示は、第２のタイ
プの識別子ではなく第１のタイプの識別子が登録のために使用されるべきであることを意
味することと；第１のタイプの識別子は、個別ノードの識別子、セル識別子または加入者
グループの識別子を備え、また第２のタイプの識別子は、ゾーン、加入者グループまたは
位置に関連することと；指示は、第１のノードが第３のノードによってページングされる
ことを要求しなければ、第３のノードが第１のノードをページングしないであろうことを
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更に意味することと；指示は、第１のノードをページングするように第３のノードが近隣
ノードを誘導しないであろうことを更に意味することと；第２のノードは、フェムトノー
ドまたはピコノードであることと；第２のノードは、少なくとも１つのノードに関して信
号伝達、データアクセス、登録およびページングからなるグループの少なくとも１つを提
供しないように制限されることと；のうちの少なくとも１つは第７の通信方法に当てはま
り得る。
【０１４９】
　ある幾つかの態様では、第１、第２、第３、第４、第５、第６および第７の通信方法に
関連する上記の態様の１つ以上に対応する機能は、例えばここで教示された構成を使用す
る装置において実施され得る。更にコンピュータプログラム製品は、第１、第２、第３、
第４、第５、第６および第７の通信方法に関連する上記の態様の１つ以上に対応する機能
をコンピュータに提供させるように構成されたコードを備え得る。
【０１５０】
　開示された態様の上記の説明は、如何なる当業者も本開示を実施または使用することを
可能にするために提供されている。これらの態様に対する種々の変更は、当業者にとって
直ちに明らかになるであろうし、またここで定義された一般原理は、本開示の範囲から逸
脱せずに他の態様に適用され得る。したがって、本開示は、ここで示された態様に限定さ
れるように意図されておらず、ここで開示された原理および新規な特徴に合致する最も広
い範囲と認められるべきである。
　以下、本願の出願当初の特許請求の範囲に記載の発明を付記する。　
［１］　第１のノードがページングされることを望んでいるノードの前記識別子を備える
リストを決定することと、
　前期第１のノードを登録することに関連して前記リストを提供することと、
　を備え、
　前記識別子は、少なくとも１つの第１のタイプの識別子と少なくとも１つの第２のタイ
プの識別子とを備える、
　無線通信方法。
［２］　前記第１のタイプの識別子は、個別ノードの識別子またはセル識別子または加入
者グループの識別子を備える、上記［１］の方法。
［３］　前記第２のタイプの識別子は、ゾーン、追跡領域、加入者グループまたは位置に
関連する、上記［１］の方法。
［４］　少なくとも１つの近隣ノードを識別する情報を受信することを更に備え、前記リ
ストの前記決定は、前記識別された少なくとも１つの近隣ノードに基づく、上記［１］の
方法。
［５］　前記リストの前記決定は、前記第１のノードの移動度に基づいて、前記第１のノ
ードに関連するアプリケーションに基づいて、または、前記第１のノードがどれほど頻繁
にページングされるかに基づいて、前記リストに関する少なくとも１つのノードを識別す
ることを備える、上記［１］の方法。
［６］　前記リストの前記決定は、前記第１のノードがホームマクロノードに近ければ、
または、前記第１のノードがホームフェムトノードから無線周波信号を受信すれば、ホー
ムフェムトノードの識別子を前記リストに加える、上記［１］の方法。
［７］　第２のノードにおける登録に関連する指示を受信することを更に備え、前記指示
は、前記第２のタイプの識別子ではなく前記第１のタイプの識別子が登録のために使用さ
れるべきであることを示す、上記［１］の方法。
［８］　前記指示は、前記第１のノードが前記第２のノードによってページングされるこ
とを要求しなければ前記第２のノードが前記第１のノードをページングしないであろうこ
とを更に意味する、上記［７］の方法。
［９］　第１のノードがページングされることを望んでいるノードの識別子を備えるリス
トを決定するように構成されたリスト生成器と、
　前期第１のノードを登録することに関連して前記リストを提供するように構成された登
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録コントローラと、
　を備え、
　前記識別子は、少なくとも１つの第１のタイプの識別子と少なくとも１つの第２のタイ
プの識別子とを備える
　無線通信装置。
［１０］　前記第１のタイプの識別子は、個別ノードの識別子、セル識別子または加入者
グループの識別子を備える、上記［９］の装置。
［１１］　前記第２のタイプの識別子は、ゾーン、追跡領域、加入者グループまたは位置
に関連する、上記［９］の装置。
［１２］　前記リスト生成器は、少なくとも１つの近隣ノードを識別する情報を受信する
ように更に構成され、前記リストの前記決定は前記識別された少なくとも１つの近隣ノー
ドに基づく、上記［９］の装置。
［１３］　前記リストの前記決定は、前記第１のノードの移動度に基づいて、前記第１の
ノードに関連するアプリケーションに基づいて、または、前記第１のノードがどれほど頻
繁にページングされるかに基づいて、前記リストに関する少なくとも１つのノードを識別
することを備える、上記［９］の装置。
［１４］　前記リストの前記決定は、前記第１のノードがホームマクロノードに近ければ
、または、前記第１のノードがホームフェムトノードから無線周波信号を受信すれば、ホ
ームフェムトノードの識別子を前記リストに加える、上記［９］の装置。
［１５］　前記登録コントローラは、第２のノードにおける登録に関連する指示を受信す
るように更に構成され、前記指示は、前記第２のタイプの識別子ではなく前記第１のタイ
プの識別子が登録のために使用されるべきであることを示す、上記［９］の装置。
［１６］　前記指示は、前記第１のノードが前記第２のノードによってページングされる
ことを要求しなければ前記第２のノードが前記第１のノードをページングしないであろう
ことを更に意味する、上記［１５］の装置。
［１７］　第１のノードがページングされることを望んでいるノードの識別子を備えるリ
ストを決定するための手段と、
　前期第１のノードを登録することに関連して前記リストを提供するための手段と、
　を備え、
　前記識別子は、少なくとも１つの第１のタイプの識別子と少なくとも１つの第２のタイ
プの識別子とを備える、
　無線通信装置。
［１８］　前記第１のタイプの識別子は、個別ノードの識別子、セル識別子または加入者
グループの識別子を備える、上記［１７］の装置。
［１９］　前記第２のタイプの識別子は、ゾーン、追跡領域、加入者グループまたは位置
に関連する、上記［１７］の装置。
［２０］　前記決定するための手段は、少なくとも１つの近隣ノードを識別する情報を受
信するように更に構成され、前記リストの前記決定は前記識別された少なくとも１つの近
隣ノードに基づく、上記［１７］の装置。
［２１］　前記リストの前記決定は、前記第１のノードの移動度に基づいて、前記第１の
ノードに関連するアプリケーションに基づいて、または、前記第１のノードがどれほど頻
繁にページングされるかに基づいて、前記リストに関する少なくとも１つのノードを識別
することを備える、上記［１７］の装置。
［２２］　前記リストの前記決定は、前記第１のノードがホームマクロノードに近ければ
、または、前記第１のノードがホームフェムトノードから無線周波信号を受信すれば、ホ
ームフェムトノードの識別子を前記リストに加える、上記［１７］の装置。
［２３］　前記提供するための手段は、第２のノードにおける登録に関連する指示を受信
するように更に構成され、前記指示は、前記第２のタイプの識別子ではなく前記第１のタ
イプの識別子が登録のために使用されるべきであることを示す、上記［１７］の装置。
［２４］　前記指示は、前記第１のノードが前記第２のノードによってページングされる
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ことを要求しなければ前記第２のノードが前記第１のノードをページングしないであろう
ことを更に意味する、上記［２３］の装置。
［２５］　第１のノードがページングされることを望んでいるノードの識別子を備えるリ
ストを決定することと、
　前期第１のノードを登録することに関連して前記リストを提供することと、ここで、前
記識別子は、少なくとも１つの第１のタイプの識別子と少なくとも１つの第２のタイプの
識別子とを備える、
　をコンピュータに実行させるためのコードを備えるコンピュータ可読媒体を備える、コ
ンピュータプログラム製品。
［２６］　前記第１のタイプの識別子は、個別ノードの識別子、セル識別子または加入者
グループの識別子を備え、
　前記第２のタイプの識別子は、ゾーン、追跡領域、加入者グループまたは位置に関連す
る、上記［２５］のコンピュータプログラム製品。
［２７］　第１のノードから登録要求を受信することと、
　前記第１のノードがページングされることを望んでいるノードの識別子を備えるリスト
を前記登録要求と共に受信することと、
　前記リストに基づいて１セットのノードを識別することと、
　前記第１のノードをページングするための少なくとも１つの要求を前記１セットのノー
ドに送信することと、
　を備え、
　前記識別子は、少なくとも１つの第１のタイプの識別子と少なくとも１つの第２のタイ
プの識別子とを備える、
　通信方法。
［２８］　前記第１のタイプの識別子は、個別ノードの識別子、セル識別子または加入者
グループの識別子を備える、上記［２７］の方法。
［２９］　前記第２のタイプの識別子は、ゾーン、追跡領域、加入者グループまたは位置
に関連する、上記［２７］の方法。
［３０］　前記第１のノードをページングするための少なくとも１つのノードを識別する
ページングセットを決定することを備え、前記１セットのノードの前記識別は、さらに前
記ページングセットに基づく、上記［２７］の方法。
［３１］　前記ページングセットの前記決定は、前記第１のノードの移動度に基づいて、
前記第１のノードに関連するアプリケーションに基づいて、または、前記第１のノードが
どれほど頻繁にページングされるかに基づいて、前記ページングセットに関する少なくと
も１つのノードを識別することを備える、上記［３０］の方法。
［３２］　前記第１のノードがマクロノードにおいて登録される場合、前記ページングセ
ットの前記決定は、アンダーレイネットワークからの如何なるノードも前記ページングセ
ットから排除することを備え、
　前記第１のノードがフェムトノードまたはピコノードにおいて登録される場合、前記ペ
ージングセットの前記決定は、前記フェムトノードまたは前記ピコノードの近隣者ではな
い如何なるマクロノードも前記ページングセットから排除することを備える、
　上記［３０］の方法。
［３３］　第１のノードから登録要求を受信し、前記第１のノードがページングされるこ
とを望んでいるノードの識別子を備えるリストを前記登録要求と共に受信するように構成
された登録コントローラと、
　前記リストに基づいて１セットのノードを識別するように構成されたリスト生成器と、
　前記第１のノードをページングするための少なくとも１つの要求を前記１セットのノー
ドに送信するように構成されたページングコントローラと、
　を備え、
　前記識別子は、少なくとも１つの第１のタイプの識別子と少なくとも１つの第２のタイ
プの識別子とを備える、
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　通信装置。
［３４］　前記第１のタイプの識別子は、個別ノードの識別子、セル識別子または加入者
グループの識別子を備える、上記［２３］の装置。
［３５］　前記第２のタイプの識別子は、ゾーン、追跡領域、加入者グループまたは位置
に関連する、上記［３３］の装置。
［３６］　前記リスト生成器は、前記第１のノードをページングするための少なくとも１
つのノードを識別するページングセットを決定するように構成され、前記１セットのノー
ドの前記識別は、さらに前記ページングセットに基づく、上記［３３］の装置。
［３７］　前記ページングセットの前記決定は、前記第１のノードの移動度に基づいて、
前記第１のノードに関連するアプリケーションに基づいて、または、前記第１のノードが
どれほど頻繁にページングされるかに基づいて、前記ページングセットに関する少なくと
も１つのノードを識別することを備える、上記［３６］の装置。
［３８］　前記第１のノードがマクロノードにおいて登録される場合、前記ページングセ
ットの前記決定は、アンダーレイネットワークからの如何なるノードも前記ページングセ
ットから排除することを備え、
　前記第１のノードがフェムトノードまたはピコノードにおいて登録される場合、前記ペ
ージングセットの前記決定は、前記フェムトノードまたは前記ピコノードの近隣者ではな
い如何なるマクロノードも前記ページングセットから排除することを備える、
　上記［３６］の装置。
［３９］　第１のノードから登録要求を受信し、前記第１のノードがページングされるこ
とを望んでいるノードの識別子を備えるリストを前記登録要求と共に受信するための手段
と、
　前記リストに基づいて１セットのノードを識別するための手段と、
　前記第１のノードをページングするための少なくとも１つの要求を前記１セットのノー
ドに送信するための手段と、
　を備え、
　前記識別子は、少なくとも１つの第１のタイプの識別子と少なくとも１つの第２のタイ
プの識別子とを備える、
　通信装置。
［４０］　前記第１のタイプの識別子は、個別ノードの識別子、セル識別子または加入者
グループの識別子を備える、上記［３９］の装置。
［４１］　前記第２のタイプの識別子は、ゾーン、追跡領域、加入者グループまたは位置
に関連する、上記［３９］の装置。
［４２］　前記識別するための手段は、前記第１のノードをページングするための少なく
とも１つのノードを識別するページングセットを決定するように構成され、前記１セット
のノードの前記識別は、さらに前記ページングセットに基づく、上記［３９］の装置。
［４３］　前記ページングセットの前記決定は、前記第１のノードの移動度に基づいて、
前記第１のノードに関連するアプリケーションに基づいて、または、前記第１のノードが
どれほど頻繁にページングされるかに基づいて、前記ページングセットに関する少なくと
も１つのノードを識別することを備える、上記［４２］の装置。
［４４］　前記第１のノードがマクロノードにおいて登録される場合、前記ページングセ
ットの前記決定は、アンダーレイネットワークからの如何なるノードも前記ページングセ
ットから排除することを備え、
　前記第１のノードがフェムトノードまたはピコノードにおいて登録される場合、前記ペ
ージングセットの前記決定は、前記フェムトノードまたは前記ピコノードの近隣者ではな
い如何なるマクロノードも前記ページングセットから排除することを備える、
　上記［４２］の装置。
［４５］　第１のノードから登録要求を受信することと、
　前記第１のノードがページングされることを望んでいるノードの識別子を備えるリスト
を前記登録要求と共に受信することと、ここで、前記識別子は、少なくとも１つの第１の
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タイプの識別子と少なくとも１つの第２のタイプの識別子とを備える、
　前記リストに基づいて１セットのノードを識別することと、
　前記第１のノードをページングするための少なくとも１つの要求を前記１セットのノー
ドに送信することと、
　をコンピュータに実行させるためのコードを備えるコンピュータ可読媒体を備える、コ
ンピュータプログラム製品。
［４６］　前記第１のタイプの識別子は、個別ノードの識別子、セル識別子または加入者
グループの識別子を備え、
　前記第２のタイプの識別子は、ゾーン、追跡領域、加入者グループまたは位置に関連す
る、
　上記［４５］のコンピュータプログラム製品。
［４７］　第１のノードにおいて第２のノードの少なくとも１つの近隣ノードを識別する
情報を受信することと、
　前記受信された情報に基づいて前記第１のノードがページングされることを望んでいる
少なくとも１つのノードを識別するリストを決定することと、
　前記第１のノードを登録することに関連して前記リストを提供することと、
　を備える無線通信］の方法。
［４８］　前記リストは、少なくとも１つの第１のタイプの識別子と少なくとも１つの第
２のタイプの識別子とを備え、
　前記第１のタイプの識別子は、個別ノードの識別子、セル識別子または加入者グループ
の識別子を備える、
　上記［３７］の方法。
［４９］　前記リストは、少なくとも１つの第１のタイプの識別子と少なくとも１つの第
２のタイプの識別子とを備え、
　前記第２のタイプの識別子は、ゾーン、追跡領域、加入者グループまたは位置に関連す
る、上記［４７］の方法。
［５０］　受信された無線周波信号に基づいて少なくとも１つの他の近隣ノードを識別す
ることを備え、前記リストの前記決定は前記識別された少なくとも１つの他の近隣ノード
に更に基づく、上記［４７］の方法。
［５１］　前記リストの前記決定は、前記第１のノードの移動度に基づいて、前記第１の
ノードに関連するアプリケーションに基づいて、または、前記第１のノードがどれほど頻
繁にページングされるかに基づいて、前記リストに関する少なくとも１つのノードを識別
することを備える、上記［４７］の方法。
［５２］　前記リストの前記決定は、前記第１のノードがホームマクロノードに近ければ
、または、前記第１のノードがホームフェムトノードから無線周波信号を受信すれば、ホ
ームフェムトノードの識別子を前記リストに加えることを備える、上記［４７］の方法。
［５３］　前記登録の結果として、第１のタイプの識別子および第２のタイプの識別子を
備えるもう１つのリストを受信することを更に備える、上記［４７］の方法。
［５４］　第１のノードにおいて第２のノードの少なくとも１つの近隣ノードを識別する
情報を受信するように構成された受信機と、
　前記受信された情報に基づいて前記第１のノードがページングされることを望んでいる
少なくとも１つのノードを識別するリストを決定するように構成されたリスト生成器と、
　前記第１のノードを登録することに関連して前記リストを提供するように構成された登
録コントローラと、
　を備える無線通信のための装置。
［５５］　前記リストは、少なくとも１つの第１のタイプの識別子と少なくとも１つの第
２のタイプの識別子とを備え、
　前記第１のタイプの識別子は、個別ノードの識別子、セル識別子または加入者グループ
の識別子を備え、
　前記第２のタイプの識別子は、ゾーン、追跡領域、加入者グループまたは位置に関連す
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る、上記［５４］の装置。
［５６］　前記リスト生成器は、受信された無線周波信号に基づいて少なくとも１つの他
の近隣ノードを識別するように更に構成され、前記リストの前記決定は前記識別された少
なくとも１つの他の近隣ノードに更に基づく、上記［５４］の装置。
［５７］　前記リストの前記決定は、前記第１のノードの移動度に基づいて、前記第１の
ノードに関連するアプリケーションに基づいて、または、前記第１のノードがどれほど頻
繁にページングされるかに基づいて、前記リストに関する少なくとも１つのノードを識別
することを備える、上記［５４］の装置。
［５８］　前記リストの前記決定は、前記第１のノードがホームマクロノードに近ければ
、または、前記第１のノードがホームフェムトノードから無線周波信号を受信すれば、ホ
ームフェムトノードの識別子を前記リストに加えることを備える、上記［５４］の装置。
［５９］　第１のノードにおいて第２のノードの少なくとも１つの近隣ノードを識別する
情報を受信するための手段と、
　前記受信された情報に基づいて前記第１のノードがページングされることを望んでいる
少なくとも１つのノードを識別するリストを決定するための手段と、
　前記第１のノードを登録することに関連して前記リストを提供するための手段と、
　を備える無線通信のための装置。
［６０］　前記リストは、少なくとも１つの第１のタイプの識別子と少なくとも１つの第
２のタイプの識別子とを備え、
　前記第１のタイプの識別子は、個別ノードの識別子、セル識別子または加入者グループ
の識別子を備え、
　前記第２のタイプの識別子は、ゾーン、追跡領域、加入者グループまたは位置に関連す
る、上記［５９］の装置。
［６１］　前記決定するための手段は、受信された無線周波信号に基づいて少なくとも１
つの他の近隣ノードを識別するように構成され、前記リストの前記決定は前記識別された
少なくとも１つの他の近隣ノードに更に基づく、上記［５９］の装置。
［６２］　前記リストの前記決定は、前記第１のノードの移動度に基づいて、前記第１の
ノードに関連するアプリケーションに基づいて、または、前記第１のノードがどれほど頻
繁にページングされるかに基づいて、前記リストに関する少なくとも１つのノードを識別
することを備える、上記［５９］の装置。
［６３］　前記リストの前記決定は、前記第１のノードがホームマクロノードに近ければ
、または、前記第１のノードがホームフェムトノードから無線周波信号を受信すれば、ホ
ームフェムトノードの識別子を前記リストに加えることを備える、上記［５９］の装置。
［６４］　第１のノードにおいて第２のノードの少なくとも１つの近隣ノードを識別する
情報を受信することと、
　前記受信された情報に基づいて前記第１のノードがページングされることを望んでいる
少なくとも１つのノードを識別するリストを決定することと、
　前記第１のノードを登録することに関連して前記リストを提供することと、
　をコンピュータに実行させるためのコードを備えるコンピュータ可読媒体を備える、コ
ンピュータプログラム製品。
［６５］　前記リストは、少なくとも１つの第１のタイプの識別子と少なくとも１つの第
２のタイプの識別子とを備え、
　前記第１のタイプの識別子は、個別ノードの識別子、セル識別子または加入者グループ
の識別子を備え、
　前記第２のタイプの識別子は、ゾーン、追跡領域、加入者グループまたは位置に関連す
る、
　上記［６４］のコンピュータプログラム製品。
［６６］　第１のノードにおける登録のために第１のタイプの識別子または第２のタイプ
の識別子を使用すべきかどうかを決定することと、
　前記第１のノードにおける登録のために指示を通知することと、
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　を備え、
　前記指示は、前記第１のタイプの識別子ではなく前記第２のタイプの識別子が登録のた
めに使用されるべきであることを意味する、
　無線通信方法。
［６７］　前記第１のタイプの識別子は、ゾーン、追跡領域、加入者グループまたは位置
に関連し、
　前記第２のタイプの識別子は、前記第１のノードを一意に識別するか、セル識別子であ
るか、前記第１のノードを含む１セットのノードに関する共用識別子である、
　上記［６６］の方法。
［６８］　前記第１のタイプの識別子は、ある位置と第２のノードの前の登録に関連する
もう１つの位置との間の距離に基づいて、前記第２のノードによって前記第１のノードに
おける登録をトリガーするために使用される位置に対応し、
　前記指示は、距離ベースの登録が使用不能であることを示す、
　上記［６６］の方法。
［６９］　前記決定は、前記第１のノードのノードタイプに基づく、上記［６６］の方法
。
［７０］　前記指示は、第２のノードが前記第１のノードによってページングされること
を要求しなければ、前記第１のノードが前記第２のノードをページングしないであろうこ
とを更に意味する、上記［６６］の方法。
［７１］　前記指示は、前記第１のノードが第２のノードをページングするように近隣ノ
ードを誘導しないであろうことを更に意味する、上記［６６］の方法。
［７２］　第１のノードにおける登録のために第１のタイプの識別子または第２のタイプ
の識別子を使用すべきかどうかを決定するように構成された識別子決定子と、
　前記第１のノードにおける登録のために指示を通知するように構成された送信機と、
　を備え、
　前記指示は、前記第１のタイプの識別子ではなく前記第２のタイプの識別子が登録のた
めに使用されるべきであることを意味する、
　無線通信装置。
［７３］　前記第１のタイプの識別子は、ゾーン、追跡領域、加入者グループまたは位置
に関連し、
　前記第２のタイプの識別子は、前記第１のノードを一意に識別するか、セル識別子であ
るか、前記第１のノードを含む１セットのノードに関する共用識別子である、
　上記［７２］の装置。
［７４］　前記第１のタイプの識別子は、ある位置と第２のノードの前の登録に関連する
もう１つの位置との間の距離に基づいて、前記第２のノードによって前記第１のノードに
おける登録をトリガーするために使用される位置に対応し、
　前記指示は、距離ベースの登録が使用不能であることを示す、
　上記［７２］の装置。
［７５］　前記決定は、前記第１のノードのノードタイプに基づく、上記［７２］の装置
。
［７６］
　前記指示は、第２のノードが前記第１のノードによってページングされることを要求し
なければ、前記第１のノードが前記第２のノードをページングしないであろうことを更に
意味する、上記［７２］の装置。
［７７］　前記指示は、前記第１のノードが第２のノードをページングするように近隣ノ
ードを誘導しないであろうことを更に意味する、上記［７２］の装置。
［７８］　第１のノードにおける登録のために第１のタイプの識別子または第２のタイプ
の識別子を使用すべきかどうかを決定するための手段と、
　前記第１のノードにおける登録のために指示を通知するための手段と、
　を備え、
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　前記指示は、前記第１のタイプの識別子ではなく前記第２のタイプの識別子が登録のた
めに使用されるべきであることを意味する、
　無線通信装置。
［７９］　前記第１のタイプの識別子は、ゾーン、追跡領域、加入者グループまたは位置
に関連し、
　前記第２のタイプの識別子は、前記第１のノードを一意に識別するか、セル識別子であ
るか、前記第１のノードを含む１セットのノードに関する共用識別子である、
　上記［７８］の装置。
［８０］　前記第１のタイプの識別子は、ある位置と第２のノードの前の登録に関連する
もう１つの位置との間の距離に基づいて、前記第２のノードによって前記第１のノードに
おける登録をトリガーするために使用される位置に対応し、
　前記指示は、距離ベースの登録が使用不能であることを示す、
　上記［７８］の装置。
［８１］　前記決定は、前記第１のノードのノードタイプに基づく、上記［７８］の装置
。
［８２］　前記指示は、第２のノードが前記第１のノードによってページングされること
を要求しなければ、前記第１のノードが前記第２のノードをページングしないであろうこ
とを更に意味する、上記［７８］の装置。
［８３］　前記指示は、前記第１のノードが第２のノードをページングするように近隣ノ
ードを誘導しないであろうことを更に意味する、上記［７８］の装置。
［８４］　第１のノードにおける登録のために第１のタイプの識別子または第２のタイプ
の識別子を使用すべきかどうかを決定することと、
　前記第１のノードにおける登録のために指示を通知することと、ここで、前記指示は、
前記第１のタイプの識別子ではなく前記第２のタイプの識別子が登録のために使用される
べきであることを意味する、
　をコンピュータに実行させるためのコードを備えるコンピュータ可読媒体を備える、コ
ンピュータプログラム製品。
［８５］　前記第１のタイプの識別子は、ゾーン、追跡領域、加入者グループまたは位置
に関連し、
　前記第２のタイプの識別子は、前記第１のノードを一意に識別するか、セル識別子であ
るか、前記第１のノードを含む１セットのノードに関する共用識別子である、
　上記［８４］のコンピュータプログラム製品。
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